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一
、
天
の
川
の
な
か
の
ピ
モ
、
あ
る
い
は
ピ
モ
の
セ
ク
テ
ィ
て
ん
か
わ
日本や中国で「天の川」と糸なされるわが銀河系宇宙の中心部は、マレイを含めたインドネシアでは、ビマ・セク
ティ（四日囚の①汀〕）と呼ばれている。ビマとは．ハンダワ五兄弟の第一一子、剛勇のビマのことであり、セクティとは
（一）
超能力、呪力を意味する。ビマとセクティが組孜〈口わされて「天の川」をさすのである。だがジャワ語では少し複雑
になる。ジャワ語で天の川のことを、《ロロ日ロ、切目のｍの陣〕．（｝冒什目、とは星の意味）と呼ぶ。リンタンを付けずに
《四日四ｍの再】．と、他のインドネシアの地域と同じように一一一一口うこともある。ホルン（同．○・国。Ｈ口の）のＲ］口ぐ目のｍの‐
ロロ、房けり】＆・口口ご〉〉の《ず冒囚‐いの歸働〕の項の説明には驚かされる。説明は一一種類あり、第一の説明はジャワ語固有の
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発音の「ビモ・セクティ」（冨忌０ｍの汀］）という見出しで、「足雲の脳い部分」とされている。鏑一一の説明ではインド
（一一）
ネシァ語的発音の「ビマ・セクティ」（ず言い‐の①庁は）という兇出しで「天の川」と定義されている。このホルンの辞書
（一一一）
の定義の不可解さは、ソロ王家の一つ、マンクノゴロ（ご【§ぬ百口口的日口）Ⅶ世の次の文章で納得される。「特にジャワ
で発達したワャンのスタイルは、夜空に顕杵な現象として呪われる。リンタン・ピモ・セクティのことである。それ
は実際には南の犬球を背最にした天の川の、賭くて無い形のアーチ状をなしている部分のことである。察の中央部
は
、
雌
く
ほ
ど
ソ
ャ
ン
の
ビ
モ
の
姿
に
一
致
す
る
」
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
全
般
で
ビ
マ
・
セ
ク
テ
ィ
と
は
天
の
川
の
こ
と
で
あ
り
、
ジ
ャ
ワ
でＴも同様である。だがよりジャワ的に（リンタン）ビモ・セクティと呼んだら、天の川そのものではなくて、そのな
か
の
娘
の
な
い
脳
い
部
分
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
ビ
モ
自
身
の
婆
が
投
映
さ
れ
て
い
る
。
ビ
モ
と
セ
ク
テ
ィ
の
給
介
が
天
の
川
を
指
示
す
る
こ
と
に
、
側
か
深
い
意
味
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
天
の
川
の
な
か
の
胎
無
製
妻
や
星
川
物
質
の
存
在
の
た
め
、
凪
の
見
え
な
い
陪
い
部
分
を
ビ
モ
の
姿
に
認
め
る
こ
と
に
、
そ
の
表
面
的
形
態
の
類
似
を
こ
え
て
深
い
意
味
が
隠
さ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
筆
者
は
そ
の
隠
された意味を水稲で追求しようと思う。それはロールシャッハ・テストに１も似て、混沌とした意味のないものに秩序
を
与
え
る
人
間
固
有
の
知
的
操
作
の
一
断
伽
を
、
ジ
ャ
ワ
の
例
を
皿
し
て
川
ら
か
に
し
て
く
れ
る
だ
ろ
う
。
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
起
源
の
セ
（
サ
）
ク
テ
ィ
は
広
く
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
川
い
ら
れ
て
い
る
概
念
で
あ
る
。
束
イ
ン
ド
の
タ
ン
ト
ラ
派
で
は
、
シ
ャ
ク
テ
ィ
（
田
岸
は
）
は
人
川
の
脊
髄
の
下
端
に
宿
る
と
さ
れ
、
宇
耐
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
人
烙
化
し
た
，
も
の
で
あ
る
。
シ
ャ
ク
テ
ィ
は
マ
ク
ロ
コ
ス
モ
ス
に
‘
も
ミ
ク
ｐ
コ
ス
モ
ス
に
も
宿
る
。
シ
ャ
ク
テ
ィ
の
発
兄
と
そ
の
発
展
が
タ
ン
ト
ラ
派
の
修
行
の
Ⅱ
的
の
一
つ
で
（川）
ある。そのコントロールに成功した人は、人間のあらゆるパワーにめざめるという。このサルヵール（国・口・の日、屍ｐＨ）
のシャクティ論は今後の論の展州にきわめて示唆的である。ギァッ（ＣＤの①Ｈ甘）の劇場国家論のなかでは、模範的中
心
と
し
て
の
王
の
体
、
プ
サ
ヵ
、
拡
宮
の
建
物
と
い
っ
た
形
体
［
ム
ル
テ
ィ
（
冨
日
ｅ
］
に
生
命
を
吹
き
こ
む
の
が
セ
ク
テ
ィ
で
あ
る
。
そ
れ
は
マ
ナ
、
バ
ラ
カ
、
オ
レ
ン
ダ
な
ど
と
呼
ば
れ
る
超
日
常
的
現
象
を
お
こ
し
う
る
能
力
や
．
ハ
ワ
ー
と
同
質
の
も
の
で
あ
る
。
バ
リ
で
は
ヴ
ィ
シ
ュ
ヌ
，
も
ブ
ラ
フ
マ
も
他
の
神
々
１
も
王
や
司
祭
も
、
岐
高
神
シ
バ
の
セ
ク
テ
ィ
と
い
う
。
だ
が
そ
れ
は
シ
バ
以
外
の
他
の
神
々
や
王
が
セ
ク
テ
ィ
を
付
つ
と
い
う
の
で
は
な
く
、
シ
バ
の
偉
大
さ
の
砿
塊
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
こ
う
し
た
バ
リ
文
化
の
求
心
性
が
ギ
ァ
ッ
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（五）
の唱えた劇場国家論の核心をなす。先に引用したホンダ（］・○・口』囚）によると、近代では戦士や子一一一一回者群像がサクテ
（一ハ）
ィ
で
あ
る
（
不
可
思
議
を
お
こ
し
う
る
者
）
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
ジ
ャ
ワ
人
に
１
と
っ
て
ビ
モ
と
い
う
人
格
は
（
戦
闘
の
）
リ
ー
ダ
ー
、
（七）
意思の強さをあらわす‐ととＪｂに、神秘に満ちたイメージを付されている。ピモの生漉はその誕生から成長、結婚、子
供
の
出
生
と
い
っ
た
人
生
の
あ
ら
ゆ
る
過
程
に
お
い
て
奇
跡
、
超
能
力
、
呪
的
・
宗
教
的
潜
在
力
に
満
ち
て
い
る
。
ビ
モ
こ
そ
は
ま
さ
に
セ
ク
テ
ィ
の
体
現
者
で
あ
る
。
古
代
の
ジ
ャ
ワ
社
会
に
、
ワ
リ
ガ
（
ヨ
且
四
）
と
呼
ば
れ
る
イ
ン
ド
の
天
文
学
、
占
星
術
が
伝
え
ら
れ
（八）
た
。
残
念
な
が
ら
そ
の
詳
細
に
つ
い
て
筆
者
は
知
ら
な
い
。
本
ふ
た
天
の
川
を
ビ
マ
・
サ
ク
テ
ィ
と
い
い
天
の
川
の
階
く
て
足
の
な
い
部
分
を
（
リ
ン
タ
ン
）
・
ビ
モ
・
セ
ク
テ
ィ
と
い
う
ジ
ャ
ワ
・
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
命
名
法
に
、
そ
れ
が
ど
れ
ほ
ど
の
役
割
を
は
た
し
た
か
を
現
時点で正確に判断することはできない。だがそのような限界をｊもちながらも、天の川（の賭黒部）をビモ・セクティ
と
呼
ぶ
ジ
ャ
ワ
人
の
神
話
的
論
珊
を
、
筆
者
は
可
能
な
限
り
明
ら
か
に
し
て
ふ
た
い
。
ビモはソガスティノ国王．ハンドゥ（ｂＨｐゲロ勺目目）とデウィ・クンティ（Ｏの三【ロ日〕）の間に生れた子供で、風
神バュ（の目、囚］目、、囚言）の特性をＪｂつ。兄はダルモ神（の目、国怠ロ、、日日口）の化身のユディスティロ（田口＆‐
の汁冨）、弟はインドロ神（の目、国怠ロ、Ｈ且Ｈｐ）の化身のアルジュノ（しＨ〕目口）。ユディスティロ、ビモ、アルジュノ
の一一一人に、異母兄弟のナクロ（ｚ口百］回）とサデウォ（の＆囚刮）の双児を加えて、ワャンの疋義を代表する．ハンダワ
（九）
五兄弟が勢揃いする。ピモという名前は通称で、若い頃はブロトセノ（団Ｈ日四ｍのロロ勇敢なバラタ族の子孫の意味、セ
ロ○）
ノの由来は後述）と呼ばれ、大人になってからはウレコＦ‐ロ（ヨＨの屍且口Ｈ口完全な行動をする者）と呼ばれる。ビモは
他
の
ワ
ャ
ソ
の
ヒ
ー
ロ
ー
と
同
じ
く
、
成
長
の
段
階
、
主
人
公
の
状
況
に
応
じ
て
数
多
く
の
名
前
を
も
つ
。
そ
の
名
前
の
持
つ
意
味
は
、
彼
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
よ
く
示
し
て
い
る
。
ピ
モ
と
か
ウ
レ
コ
ド
ロ
は
、
マ
ハ
ー
バ
ー
ラ
タ
か
ら
得
ら
れ
た
名
前
で
あ
る
が
、
ブ
ロ
ト
セ
ノはジャワ独得の彼の名前である。そのほかに、バュスト（切口言の国風神バュの子供）、ダンＦ‐ウソ（ＤＰ且目強い
人）、クスモュド（【ロの日口百＆戦いの英雄）、クスモディロゴ（【ロの日口＆］口囮戦闘の英雄）、、ハンドゥシウィ（勺：‐
（一一）
ロロの】三・ハンドゥの子）等々と呼ばれる。彼の名前ととＪｂに、そのイコノグラフィ１Ｊもピモのキャラクターをよく物
語
る
。
ビ
モ
の
イ
コ
ノ
グ
ラ
フ
ィ
１
は
、
ブ
ロ
ト
セ
ノ
時
代
（
若
い
頃
）
と
ウ
レ
コ
ド
ロ
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
は
か
な
り
異
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なる。だが風神霄〈１の性質を受け継ぐ者としての特性は変らない。丸い大きな目と鼻、額のコブ、両手の親指の爪
（勺目・目鼻“）、それに白と黒の市松模様（ＵＣ－のロ巴の腰布ｅｏ８芹）、これはバュ、ビモ、それにラーマーャナのハ
ヌマン猿に共通の特徴であり、ビモとハヌマンが翁ハュの特質を受け継いでいることを示している。ビモのイコノグラ
フィーは他の．〈ソダワの兄弟やクリスノ（尻尉ｍｇｅと比べると、その目、鼻、大きさなどでハッキリと異なる。神
（一一一）
デ
イ
ス
ク
ー
ル
々の血をひくサトリオとしての特質よりも、その未熟さ荒点しさが強調されている。彼の一一一口述もこれを裏づける。
ビモは相手が誰であっても、親し象と対等な関係を示すソゴコ（ｚ、烏巳を用い、尊敬と身分の違いを示すクロモ
（【日日、）は用いない。唯一の例外は彼が自分自身であるデウォ・ルチｅの急、宛口＆）に出会った時である（第一一章参
デ
イ
ス
ク
ー
ル
照）。一見、不艤けとも思えるビモの一一一一口述だが、それはクビジャクサナアン（【の冨口丙吻目、§知恵、洞察力、真理）
に満ちており、ビモの純粋さのあらわれだと解釈されている。彼の髪型（○の－５，℃且鳥閏の彊一）は、精神の高貴さ
を示す。芳香をだす白い花を象った耳飾り（、二日己旨、の胃のロ恩凰）は、彼の全身が魂（］】：）で満たされているこ
とを表わす。月光という意味の上腕部の腕飾り（○の］目嘱○目』Ｈ烏：口凹）は、ビモ独得のもので、思考の強さと常に
明るい心性を象徴している。あるいは書物もなしに真理を学びうるサトリオ性を象徴している。先に述べた腰布の下
の緑色のズボンは、蛇を象どったものだが、デウォルチと会う前に南海で巨大な海蛇と戦ったことの記念である。あ
るいは蛇の王と戦うことの予兆、はたまた蛇に象徴される人間の欲望を統御しうることを示しているという。プロト
セノ時代の髪飾り（句ロ官房］胃日シｍの日）には後ろ向きのガルーダ像があるが、これは彼がまだ内面の自己（デウォ
ルチ）に出会っていないことを象徴している。ビモの必殺の武器は、風神靜ハュ、ハヌマンと同じく、ポンチョノコと
いう鋭い親指の爪で、南の海で海蛇を仕留めたのがこのポソチョノコの一撃である。それに梶棒（の且凹Ｐ鳥冒、且）。
ゴ
ド
ビモの霊的弟であるジョョドロト（］昌囚』四国国）の武器もこの梶棒である。ビモは直線的に走り、廻り道をすること
はない。彼のゆく所常に風がおこり、大嵐がおきると身につけた呪文を唱える。実際のワャンの．ハフォーマンスでは
この時、ブロトセノの人形はクリル（【①房幕）の上高くかかげられる。そしてグヌンガン（のｇ旨い目宇宙樹、〆
ルー山の象徴）がうねうねと動かされ、ダランの恐ろしい声音とともに、プロトセノが風をおこしていることがあら
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（一一一一）
わされる。
二
四
）
百を越えるビモに関するラコン（Ｐ烏・ロ演目）のうち、「ビモ・ブソコス」（四目属切目胸百ｍ）はきわめて異常なビ
モの出生を物語る。ウィソマルトの森で、デウィ・クンティはピモを生む。だがビモの体は堅い粘膜で包まれてい
て、誰もその膜を破ることはできない。ビモの羊膜は何年間Ｊもスルト・ゴンドロュをころげまわっていた。ピモの堅
い粘膜を破る仕事は、ワャンの最高神シワ（の］看口、ブトロ・グル国国日の日巨）の子供で、象のセノ（の、］島の①ロ、）
によってなしとげられる。象のセノはその鼻でビニ」を包む羊膜を破った。中から風神糯ハュの特性をそっくり身につけ
た、ビモの凛凛しい若武者姿があらわれた。象のセノによってこの世に出現しえたので、彼はプロトセノと名づけら
れた。ある朝デウィ・クンーアィは、ビモを背負って散歩に出た。突然森の中から一頭の虎が現われた。驚いたデゥィ
クンティは、象のように大きい岩の上にピモを落とした。だがビモの頭がつぶれたのではなく、つぶれたのは岩の方で
あった。今にも襲いかかろうとしていた虎はビモの激しい泣声に驚き、森へ消えた。デゥィ・クンティはピモが無事
（一五）
なのに喜び、勇敢で強いサトリオ性を彼に認めた。ビモの出生をめぐる不思議な物語はこれだけに尽美ごない。ビモが
出てきた羊膜は空から海へ捨てられた。その頃シンドゥ国王は王子を残さずに死んだ。シンドゥ国最高の隠者サプワ
ニは海岸で修行していると、赤ん坊の羊膜が空から落ち、波間に漂っているのを見た。サプワニはそれをひろいあげ
家へＪもち帰り、生命をうるよう水（し同‐屏乱（国）をふりかけた。ビモの抜け殻の羊膜はこのようにして再び生をう
け、海辺でひろわれたからパンパン・スゴロと名づけられた（スゴロとは海の意味）。成長後スゴロは、シンドゥ国
の王位を継ぐべき人間となった。隠者のサプワーーは、シンドゥ王に帝王学を学ばせるため、ビモの父のプラプ・・ハン
ドゥに師事させることにした。シンドゥ王は身分を隠すため、ジョョドロトと名前を変えて出発した。その頃．〈ソダ
ワのピモに苦しめられていたコラワは、ピモに対抗しうる人物を捜していた。ジョョドロトはコラワの悪の知恵袋サ
ク一一（⑫鳥目一）に出会った。サク一一の好計にはまったジョョドロトは、次の条件でコラワにつくことになる。つまり
コラワでの高い地位と、コラワの長兄ドゥ「一ドノｅ昌且目囚）の妹ドゥルシロワティ（ＤＰ風』身昌）との結婚で
ある・・ハソダワとコラワが相戦うブロトュドの大戦闘でジョョドロトは、ジャワの歴史王へと系譜的につながるアピ
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マーーュ（シご白目］■アルジュノの子供）を殺す。その直後彼は、アルジュノの矢でその首を切り落される。落ちたジ
ョョドロトの首は生命を得て、大勢の．ハンダワ軍が死に追いやられたが、妓後にビモの梶棒で頭はつぶされ、ジョョ
ドロトにとどめがさされた。〈ルジョウィロゴ（国日ｓｏ三一８ｍ。）の語るジョョドロトの物語は、これとやや異なる。
ビモの羊膜が海ではなく陸に落とされる点、ジョョドロトは．ハンドゥ王ではなく「兄」のビモに師事しようとする点
（一一ハ）
など。ジョョドロトとビモの関係は、元のギァッ夫人（国・○の①Ｒ〔国）の一一一一口う、ジャワの神秘的な兄弟関係を髭議させ
え
な
る。出産の際、胎児（本人）よりも先に出てくる羊水は「兄」とされ、後産として出てくる胞衣は「弟」と呼ばれる。
（一ル］）
この神秘的な兄弟の霊は一生涯その人を守るとされ、祈りや呪文を喝』える時しばしば口にされる。ただジョョドロト
はビェ』の守護霊にはならず、結果的にはピモを裏切り、ビモにとどめをさされる。
七
夕
テ
イ
ビモの超能力性は更に、結婚において示される。ビモの結婚は、説話の分類でいう「異類婚姻課」である。ビモは
ノゴギニ
ヲクササ
一一人の女性と結婚するが、一人は蛇女で、もう一人は羅刹である。パンダワに激しいライベル意識を感じる「一ラワ
は、何度も．〈ソダワを除こうとして失敗した。アルジュノは毒をもられたが神為に救われ、捕囚にあったユディステ
ィロをピモが解放した。次にコラワは仲直りと称して．〈ソダワを饗姿に招き、会場の建物（の⑦恩一口‐恩｝、）に火を放
ち、彼らを焼き殺そうとした。火につつまれた会場に、白いジャコウネコが現われ、ビニ｜を誘導して全員が救われ
た。白いジャコゥネコは、七層の地下界を支配する蛇王オントポゴ（シロ国冨囲）の使わしたものだった。オントポコ
は、娘のノゴギーー（ｚ四恩、目蛇女の意味）をピモと結婚させたいと申しこんだ。ビモはおどろき慌てたが、母のク
ニ八）ヒクチイ
ノ矛ギニ
ンープィのすすめもあって、蛇女との結婚を承諾した（ラコン・スゴロゴロ）。その後・ハンダワ一行は、ウィロト国の
マッォ．〈ティ（旨；ョ：呉一）の許に身を寄せ、未開拓のウォノマルト地方が与えられた。ウォノマルトの森は広大
ワ
ク
ナ
シ
な未開のジャングルで、悪鬼、妖怪の巣窟であった。ある日．フロトセノが森を開拓していると、羅刹女のアリンピ
（シＨ冒匡）が足下にひれ伏し、妻にして欲しいと懇願する。だがブロトセノは、アリンビの顔の余りの醜さに、その
申し出を断った。そのためブロトセノの母のデゥィクンティは、アリンピを哀れに思い、美しくなるよう願うと、彼
（一九）
女はたちまち美くしい女に変身した。彼女はビモの二番目の夫人になった。ビモの子供たかつも超能力の持ち主であ
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る・ビモとノゴギーーの間に生れたのが、オントセノ（レロ国、の口らである。ノゴギーーとオントセノは、蛇主オソトポゴ
の統くる七層の地下界（の：臼官、菌一ｍ）にとどまり、必要な時にだけ外界へ出現し、彼は空を飛ぶこともできる。オ
ントセノの超能力性はクリスノも恐れたほどである。蛇のように彼がロから吐き出す液体は猛毒をおび、その液体を
一口でも舐めた者はたちまち死んでしまう。その毒の余りの強力さにクリスノは、来たるべきフロトュドの戦いでオ
ントセノに匹敵する者がいなくなることを心配する。クリスノ一流のトリックを用いてオントセノ自身に自分の毒を
舐めさせ、彼を殺してしまった。オントセノはオンタルジョ（しロ曾骨）と呼ばれることもあるし、オンタルジョを
ビモの第三子ということもある。ビモとアリソビの間に生れたのが、ガトコチョ（⑦胃・盲目）である。ガトコチョも
父ピモと同じく異常な出生をする。生れた時は羅刹の顔をしており、その鵬の緒はどんな物でも切れなかった。最後
にそれはカルノ（尻胃ロ②）の武器のクント（房巨員らで切られた。神念のすすめで赤ん坊のガトコチョは煮えたつ粥の
中に投げこまれた。だがその結果彼の超能力はいや増した。ガトコチョは鉄の筋骨を持ち、その血は樹液でできてい
る。空を飛び、さすらう雲に乗り、彼の進むさまは稲妻のようであった。。フロトュドの決戦で、ガトコチョはカルノ
（二○）
の手により、自らの臆の緒を切ったクントで殺される。
天の川をリンタン・ビモ・セクティと呼ぶジャワの命名法は、天の川（の暗黒部）とビモの姿との類似性に第一の
根拠を置く。だが筆者は、ピモに託されたイメージの総体の中に両者の結合を必然的なものにする、より深い神話的
セ
ク
テ
イ
論理が隠されていると仮定する。ピモのイメージは超能力に満ちあふれたものである。ビモのイコノグラフィ１とデ
ィスクールは、神々の血をひく彼のサトリオ性を裏切る。けれども過剰なまでのビモの荒点しさ、強さは、人生の真
理を求める彼の精神の高貴さによって補われる。またビモの生涯も不可思議の連続である。ピモミフンコス、ジョョ
ノ
ゴ
ギ
ニ
ア
リ
ン
ピ
セ
ケ
チ
イ
ドロトの誕生、蛇女と羅刹女との結婚、子供の出生とその超能力性等交。ビモのこうした特質は、他の．ハンダワの兄
二
、
ビ
モ
と
永
遠
の
生
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弟と大きく異なる。正法の守護者のユディスティロは人間的魅力に欠け、ワャンの美学を体現するアルジュノは余り
にも完壁すぎる。ナクロ、サデウォの双児は三人の兄のお伴以上の役を与えられていない。このようなピモにジャワ
人は、彼らの最も根源的な問を探求させる。ラコン・デウォルチがそれである。
クジャワン（【の一画三目）と呼ばれるジャワ主義を信条とするジャワ教の特徴は、神秘主義とクパティナン（【のヶ且‐
口目）である。クジャワンとは、ジャワ（］：由）に岸の・目》という接頭・接尾辞のついた一一一一口葉である。それはジャワ
島の中でジャワ人の多く住む地域をさすとともに、熱心なイスラム主義者とは異なる、ジャワ教Ｓｍ目目］口乱）の
（一一一）
信奉者をさす。クジャワンとは、ジャワ固有の民間信仰に、ヒンドゥー、イスラムといった世界宗教が混精したもの
で、神秘主義的傾向が強い。ジャワ語でラサ（宛国閏真・善・美の感応）Ⅱアク（凌百自己）Ⅱグスティ（の巨凰神）
という等式がよく口にされる。それはクジャワンの神秘主義的特質を過不足なくいい表している。ｃ・ギアッは、ジ
（一一一一）
ヤワの神秘主義を次のように整理している。先ニリ、感情の起伏の幅を極小にすること、つまり、人生の禍福の背後に
ある真の平安に達する一」と。次にラサに感応すること。ラサは訳しにくい概念であるが、人間にとって真の自己であ
り、個人のうちにある神の顕現である。宗教人の目的はこのラサを感じることであり、そうすればセクティを獲得で
きるとされている。更にラサを感じるための訓練とか努力が必要とされる。それは本能からくる欲求を押える←」と
（断食、不眠、性的禁欲など）のほかに、スメディ（の①日の島）と呼ばれるヨガに似た修行がある。それは、山中や洞
窟などで俗界より一時身をひく形式をとるのが普通だが、その強烈な実践を夕。〈（Ｈ四宮）という。神秘主義では経験
や存在の究極においてすべての人間は同じであり、個性の差はなくなるとされる。だが現実にはその理想の達成には
差があるので、グル（の目色師）とムリット（冒日匙弟子）の関係が生じる。この神秘主義の特徴は、クパティナン
（一一一一一）
運動で顕著に認められる。アラビア語起源のパティン（国、｛旨人間の内面）を求めるこの運動は、教派による教義、
修行法のズレが大きく、簡単な要約を許さない。それはクジャワンの理想を、一人一人が実践的に追求する運動その
も
の
で
あ
ろ
う
。
神秘主義者の究極の問いへの答えを、ンゲルム（ｚ、の一ロ旨）とかイルム（ニョロ）と呼ぶ。ソゲルムを求める者はダル
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を求め、彼の弟子となってしばらく寝食をともにし、彼の啓示をうけて去る。更にもっと完全な知識を求める者は、
（一一四）
より上位のグルを求めて修行の旅に出る。ソゲルムを求める人為が修行を行い、学習する場を、ポンドック（句。ロー
ｇｏ庁小屋）といい、後世には．ハサントレン［勺、“目：ロ熱烈な宗教者（ぬ目且）たちの場］と呼ばれた。彼らは社会
（一一五）
から隔離し、洞察力を養い、宇宙の神秘を学ぶ。こうして徳をつんだ人をキャイ（【］＆）と呼ぶ。社会不安と混乱の
（一一一ハ）
時代には、キャイはパサントレンを出て、乱れた秩序のたて直しに決定的な役割をはたした。一七Ｉ一八世紀のジャ
（一一七）
ワの支配者は、ポンドックのキャイたちをやっかい者とみなしていた。一プウォルチの原像は、キャイを求めて諸国を
遍歴する人女である。ピジョー（Ｈ戸○・日写・国、８日）の労作『ジャワの文学』には、デウォルチの原型である、真
理を求めてさまよう若者の冒険認がいくつか記されている。神界の秘義（薬、生命の水など）を求めるスリ・タンジ
ュソ（②１日目］目、）の物語（ジャワ島東端とバリ島）。最高の知識を求めて多くの師を訪ね歩く若者は、ついにマジ
ャ・〈ヒト（首都）につくというワルゴ・サリ（弓貰闇⑫閂一）物語。さまよい歩く若者の姿を歌うスブロト（の巨冒§）
（二九）
デウォルチの物語は、ジャワの中世であるマジャペヒト時代（一一一一’一五世紀）に成立したと推定される。東ジャ
ワを中心としたマジャ．〈ヒト時代の終り頃、ソロの近くのラウ山の麓に、ビモを祀る二つの寺院が建てられた。一つ
は、一四一六年から一四五九年の間に建てられた、チャンディ・スター（○目臼の烏昌）である。他の一つは、一
四六八年から一四七五年の間に建てられた、チャンディ。チェト（○目ｓｏ①白）。両寺院は、豊穣の象徴（リンガ
とヨニの陰陽像）が強調されていることで知られている。両寺院のピエー像は、呪的能力と死ぬべき生命の救済を象
徴している。これは、マハしハーラタのピモ像に、人生の哲学に関する古い信仰を託したもので、ジャワ人の創造
（一一一○）
である。人間は一体どこから来て、どこへ行くのか（の目胴岸自勺胃目ごｍＣＰＢ且］）？ジャワ人にとっての糸なら
ず、人間にとって最も根源的な問に、ピモは答えようとする。ラコンデウォルチの背景に、ウェダスやゥ．〈一一シャツ
（一一一一）
Ｆ哲学でいう「梵我一如」の思想が、色濃く投影されていることを多くの人が強調する。それをジャワでは、「マヌ
ソガリン・カウロ・グスティ」（旨目目隠巳旨館宍色葛巨一口‐の巨昌神人帰一）という。ソゲルム（完全な知識）を求める
（二八）
の詩等々。
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あらゆる努力の最終的目標は、この段階に達することである。ここでいう神とは前述した内面の自己であり、それを
発見することは宇宙を動かすもの（梵）を、自らの中に見いだすことである。それはサルヵールの言う、タントラ派
のシャクティ論と殆ど変るところはない。「マヌンガリン・カウロ・グスティ」（神人帰一）の理想は、しばしばデゥ
（一一一一一）
オルチの物語を引用することで語られる。それは、クバティナンのみならず、都市や農村の普通のクジャワン主義者
（一一一一一一）
（三四）
にとっても重要である。デウォルチは、ジャワ独自のパワー観の演劇的表現であると、Ｂ・アンダーソンは捉える。
マジャ・〈ヒト時代の終りは、ジャワのイスラム化の初りであり、ジャワの北海岸にイスラム王朝が成立する。一七
世紀の初頭に中ジャワの内陸部に成立したマタラム国は、初期の内紛時代を乗り切ると、政治的安定期を迎えた。北
海岸の交易都市が中心の時代には、イスラム文化の吸収が重視されたが、内陸のスラヵルタに王宮が移ると、イスラ
ムを信奉していても、人々の関心はより伝統的な宗教・慣習に向けられた。ジャワの古典文学の復興が、この時期
（一八’一九世紀）になされた。ワャンの起源は古代にあるが、現在のようなスタイルが確立したのはこの時期で、
それが地方へ払っていった。ヨソディプロ（『勝嘗で巨国）父子やロソゴワルシト（閃：恩三鳥冒）など多くの宮廷
詩人たちが、古典時代の文芸作耐を、より現代的な詩（スミ一二一同旨、）の形で書きなおした。ペラタ『一ダ、アルジュ
ノ・ウィホホ（アルジュノの婚礼）、・ハンジ物語などと並んで、デウォルチ（ナゥォルチとも、ビモスチともいう）
もカウィ・ミリン詩の形で書き直された。一九世紀のアルジュノ・ウィホホ（冨冒国宛猪口）の文学的・道徳的レベ
ルは高く、それはしばしばデウォ・ルチと対比させて論じられるという。ヨソディプロ父子の手になるナゥォルチ
（一一一派）
（デウォルチ）は、仏教の流れをくむ、一五’一六世紀のテキストの異伝である。ジャワのイスラム化時代に、デゥ
（一一一」ハ）
オルチの物語はバリにも伝わり、スラット・チェンティーー（の⑦円禺Ｏのロ芹ご一）として今日に至っている。この文芸復興
時代は、イスラムのジャワ化時代でもある。ジャワに伝えられたイスラムは、神秘主義的傾向の強いスーフィズム
で、クジャワンとの融合は困難ではなかった。ジャワにイスラムをもたらすために、天上で円卓会議を開いたという
九聖人（三豊、目、“）の数は、インド起源の聖教（ロヵポーラ）に由来する。ワャンの上演において、場面の転換の
際歌われる歌をスルック（の巨一烏）というが、それは、イスラム神秘主義者の学習の場でなされる歌舜のスルックと可
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（三七）
根かＪもしれない。イスラム系統のアミール・ハムザ物語は、パンジやアルジュノのイメージで脚色されてきた。デウ
（一一一八）
オルチは、イスラムの伝説であるセー・モロョ（の①嚴巨巳凹］口）に酷似するという。だが神義論の根底では、イスラム
とクジャワンは鋭く対立するＰマヌンガリン・カウロ・グスティ（神人帰一）の理想は、神と被造物との間に越える
ことのできない深淵を認める正統イスラムの教義と、和解することはできない。ジャワ人はこの矛盾に悩んでいる
し、また、政治的対立の原因にもなっている。
ラ
コ
ン
・
デ
ウ
ォ
ル
チ
は
以
下
の
よ
う
に
展
開
す
る
。
１コラワの好計でサイコロ賭博に敗れた．ハンダワは、せっかく苦労して開いたソガマルト国を失い、一一一一年間の放
浪を余儀なくされた。カムョコの森をさまよっていた時、ユディスティロ夫人のドル．〈デイは、湖の中央にある蓮の
花を捜してくれるよう、ビモに頼んだ。旧師のドゥルノを訪ねたビモは、人間に永遠の生を与える「不死の水（曵薗
勺曽ご冒巳のある場所に行くようすすめられた。コラワ仁与するドゥルノは、ビモを亡き者にしようとして嘘をつ
く。それはチャンドラムコ（月面）山の一部である、ゴンドモノの丘にある、ティクプロソロの森にあるという。だ
が、そのような聖なる水は存在しないから、その捜索の途中でビモは必らず死ぬとドゥルノは確信する。旧師に対す
る信頼から、待ちうける幾多の危険もいとわず、ビモは出発した。途中の障害を不屈の武力で克服したピモは、森に
辿りつき、聖なる泉を捜しまわったが無駄であった。夜、二人の巨人に襲われた。ビモを襲った巨人は、その悪事の
ために罰せられたインドロと翁〈１であった。彼らはビモに撃退されたおかげで、元の神の姿をとり戻し、泉はこの森
にないこと、旧師のドゥルノが嘘をついていることを教えた。帰還したビモの姿にドゥルノは驚いたが、「ピモの師
に対する忠誠心をみるために嘘をついた」と述べ、それは大海原の底にあると言った。で（ソダワ軍の心配をよそに、
ビモは再び聖なる不死の水を求める難行の旅に出かけた。
副ソガマルトの都を出てから、ビモは山を越え、谷を越え、町を走った。彼の動きは怒った竜蛇のようであった。
彼は殆ど足を地につけずに、飛ぶように進んだ。彼をとりまくあらゆる環境は死を予感し、ピモに引き返すよう言っ
ているようであった。花は芳香を送り、昆虫はその羽をふるわせ、カササギは返れと命令するかのように急降下して
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四
デ
ウ
ォ
ル
チ
の
体
内
は
、
無
限
の
大
洋
と
星
座
に
と
り
囲
ま
れ
て
い
た
。
そ
こ
に
は
東
西
南
北
も
上
下
の
区
別
も
な
い
、
す
べ
て
が
分割することのできない世界だった。やがて強い光りが輝き、自分のほかは、黒、赤、黄、白の四色が見えるだけだ
った。デウォルチは、次のようにその色の意味を教えた。「白い光りは人間の神点しさを表わすもので、ポンチョモ
ョと坪ばれ正義そのものを意味している。黒ははげしく怒った心である。黄は瞑想と解放を求める努力をさまたげる
邪悪な心である。白だけが人間に益する力をもつ。静かで、純粋で、穏やかな行為である。それは善をなし、悪を排
除
す
る
。
黒
赤
黄
と
の
闘
い
で
、
白
が
他
の
三
色
に
勝
つ
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
人
間
は
神
の
意
思
と
調
和
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
き
た
。
だ
が
ピ
モ
は
、
こ
う
し
た
「
自
然
の
さ
さ
や
き
」
に
何
も
注
意
を
払
わ
な
か
っ
た
。
夜
に
な
っ
て
も
ビ
モ
は
走
り
つ
づ
け
、
険
し
い
崖
を
登
り
谷
を
下
っ
た
。
夜
が
あ
け
始
め
て
、
彼
は
波
の
音
を
聞
い
た
。
は
る
か
水
平
線
の
彼
方
ま
で
、
生
あ
る
も
の
は
何
も
存
在
し
ない荒涼とした海だった。意を決して海に入り、水を統くる呪文を唱えると彼の体は軽くなり、水の上をたやすく進
むことができた。やがて、一木のヤシの木ほどもある巨大な竜蛇が現われ、ビモの体にまきつき、ビモをしめ殺そう
とした。絶命寸前のところで、ピモは自分の武器であるポンチョノコ（親指の爪）を想いだし、その一撃で竜蛇を殺
し
た
。
竜
蛇
は
死
ん
だ
が
、
ピ
モ
の
力
も
殆
ど
失
な
わ
れ
、
彼
は
意
識
を
失
っ
た
。
③ビモは突然気がつき、心地よい風を体に感じた。彼はあたかも、長くて深い眠りからさめたような気がした。彼
は大海の真ん中にいた。そして穏やかな海岸線に囲まれた美くしい小島にきづき、そこに一人の年をとった倭人の姿
を
認
め
た
。
彼
は
ビ
モ
に
来
る
よ
う
手
招
き
し
た
。
彼
の
姿
は
小
さ
い
な
が
ら
、
ピ
モ
そ
っ
く
り
で
あ
っ
た
。
そ
の
倭
人
は
、
ビ
モ
の
出
自
や
彼
の
旅
の
目
的
を
よ
く
知
っ
て
い
た
。
そ
し
て
自
分
の
体
の
中
に
入
れ
と
、
ビ
モ
に
命
じ
た
。
大
男
の
ビ
モ
が
、
い
か
に
し
て
こ
の
倭
人
の
体
の
中
に
入
り
う
る
の
か
。
ピ
モ
は
当
惑
し
、
笑
い
出
し
た
。
す
る
と
そ
の
倭
人
は
、
お
ま
え
自
身
と
こ
の
世
界
と
で
は
ど
っ
ち
が大きいかと尋ねた。倭人は、全宇宙をも含糸うる、本当の自己（アク、アートマン）のことを語っているのであ
ヂ
ウ
オ
ル
チ
る
。
そ
の
倭
人
こ
そ
は
ビ
モ
自
身
で
あ
り
、
デ
ウ
ォ
ル
チ
そ
の
人
で
あ
る
。
自
分
自
身
の
存
在
に
気
づ
い
た
ピ
モ
は
、
生
れ
て
は
じ
め
て、相手に対する尊敬とへりくだりをあらわすクロモ表現を使った。デウォルチは、自分の左耳を示し、そこから入
れと命じた。
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そうした調和は神との合一（マヌンガリン・カウロ・グスティ）のためには不可欠である」。
⑤その後ビエ」は、蜂の幼虫のような熱い人形を手にした。ビモはこれこそが彼の求め続けた「永遠の聖なる水」の
ある所かと思った。だがそれはプロモノ（田日日目色）であり、彼の求めるものは目に見える形で存在しないことを知
らされた。プロモノは我含の肉体に生命を与えるもので、それがなくなれば我斉は完全に麻蝉してしまう。プロモノ
は全宇宙にしみこんでいる永遠の生命（国］自由、鳥切目“【§の薗の）からその力を得ている。ウロ〈ス。〈ティ・タッ
トワ（乏目宮、ご且園茸：）という古代ジャワの哲学では、存在の精神性（○の芹自画）と物質性（シ・の白目）から全宇宙
が成ると説く。水（液体）、風（気体）、火三ネルギー）、土（固体）を基礎づけるものが、プロドノトトッゥォ
（勺風：目厨§三色）とポンチョマハプトトッウォ（勺目日日：：盲目国三口）である。生命をもついかなる存在に宿る
知・情・意のトリグノトトッウォ（弓吋碕目貫貝ご角）。人間の心性のあらゆる表現が、ブディトトッゥォ（団且冒ヰョ四）。
永遠の生命のあらゆる顕現が、カルメンドリョトトッゥォ（【胃曰の己『ご色薗｛国司四）。偉大なる神（□のョ四菌し、目、）
は、どんな姿、形もとらず（少Ｒ口日の百）、匹敵するものがないのであらゆる比較を越え（シロ：曰昌、）、その聖性の
故に傷つかず（シ：目色旨）、その精神性には触れられず（の巨廓日ロ）、全宇宙を満たすもの（の胃三ｍ恩菌）、始めも終り
もない（ｚご“）、永遠に不変ｅゲ日急色）、欠けることのない完壁さ（少急冒，葛目）、全宇宙を統くるもの（閂：日、）
である。永遠の生命の仮の姿である人間は、水面に写る月の形のようなものである。その表面が穏やかであればある
ほど、その像はハツキリしてくる。つまり、修行によって永遠の神と合一することが必要であり、その段階に到達す
ることが、ピモの求める「永遠の水」である。ここでデウォルチは、ピモに対する訓戒をやめた。できればピモはこ
こに留りたかつたが、ここは死者の国であり、彼は現実の世界に帰らないとならない。聖なる輝きが消え、ビモは再
び大海に一人残されていた。彼は運命を統くる力を手にしていた。時にプロトュドの大戦闘が不可避なことが、明白
（一一一九）
になっていた頃であった。ピモの帰還をペンダワ陣営は熱狂的に歓迎した。
デウォルチを、ユソク心理学の立場から解釈したユニークな試みがある。筆者がジャカルタで偶然会うことのでき
（四○）
た、アプドゥラー（シヶ旦巨一一：）氏の「デウォルチにおける象徴とユンク心理学」がそれである。アプドゥラーは、
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デウォルチの物語は、マヌンガリン・カウロ・グスティ（神人帰一）という、神秘主義的傾向の非常に強いクジャ
ワン主義（ジャワ教）の理想を感動的なまでに追求する。デウォルチは、’四－一五世紀の頃には成立していた。そ
七
タ
テ
イ
の当時、ビモ像は呪的能力と永遠の生命を象徴するものとして、寺院に祀られた。永遠の生命を追求するデウォルチ
の
主
題
と
、
リ
ン
ガ
と
三
一
の
陰
陽
の
象
徴
が
結
合
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
デ
ウ
ォ
ル
チ
の
原
像
は
、
キ
ャ
イ
（
宗
教
的
達
人
）
を
求
め
て
、
各
地
を
さ
す
ら
う
若
者
た
ち
で
あ
る
。
彼
ら
は
人
生
の
真
理
と
宇
宙
の
神
秘
を
学
ぶ
た
め
に
、
ポ
ン
ド
ヅ
ク
（
小
屋
）
で
修
行
を
お
こ
な
い
、
混
乱
の
時
代
に
は
、
乱
れ
た
秩
序
の
立
て
直
し
の
た
め
に
社
会
変
革
の
先
頭
に
立
っ
た
。
デ
ウ
ォ
ル
チ
に
酷
似
す
る
物
語
は
、
こ
う
し
た
キ
ャ
イ
（
ま
た
は
グ
ル
、
師
）
を
求
め
る
群
像
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
デ
ウ
ォ
ル
チ
は
、
ワ
ャ
ン
の
他
の
ラ
コ
ン
（
演
目
）
と
同
ピモがデウォルチと出会うことを、ユンク心理学でいう「個性化」の概念と比較する。ユンクの分析心理学でいう個
性化とは、苦悩を経て自己にめざめる過程をいうので、それはジャワの神秘主義でいう内面の自己Ⅱ神という考え方
にきわめて近い。ただユンクの概念には、個性化に達するための厳しい修行も神との合一ということもない。アプド
ゥラーによれば、「永遠の水」を求めるピモの苦難は、深い瞑想によって悟りに達する過程を表現したもので、意識
から無意識界へ到達し、深層の自己を発見する過程と同列の問題である。デウォルチの象徴群［山、海、蛇、賢明な
老（懐）人、子供の誕生（輝くプロモノ）など］は、ユンク心理学の立場に立ってこそよく理解されるという。しか
し、アプドゥラーの分析は、神秘主義による啓示をユンク心理学の概念で置きかえたに過ぎず、あとにユソク心理学
の妥当性の問題が残る。デウォルチの象徴群の海、山は無意識をあらわし、竜蛇との格闘は個性化に至る苦悩を象徴
しているとされるのだが、これではピモの全体像は明らかにはされない。筆者はデウォルチを、ピモの全体像との関
連
、
ジ
ャ
ワ
文
化
の
背
景
、
そ
し
て
他
の
神
話
と
の
関
係
と
い
っ
た
連
環
の
中
で
み
て
ゆ
き
た
い
。
そ
の
よ
う
な
手
続
き
に
よ
っ
て
の
糸、本稿の一貫した主題（天の川をピモ・セクティと呼ぶジャワ人の神話的論理の究明）は解明しえるだろう。
三
、
食
人
鬼
と
蕾
行
す
る
蛇
少
年
ｌ
鰭
倒
し
た
ピ
モ
た
ち
Ｉ
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じ
く
、
一
八
－
一
九
世
紀
の
ジ
ャ
ワ
古
典
文
学
の
復
興
期
に
、
文
学
的
に
も
芸
術
的
に
も
完
壁
の
内
容
と
形
式
に
到
達
し
た
。
そ
れ
は
現
在
で
も
多
く
の
ジ
ャ
ワ
人
に
愛
さ
れ
、
し
ば
し
ば
彼
ら
の
認
識
の
準
拠
枠
に
な
っ
て
い
る
。
デ
ウ
ォ
ル
チ
に
会
う
ま
で
の
ビ
モ
の
苦
難
の
道のりは、神話学的にはきわめて興味深い。それをアブドゥラーのように、ニンク心理学で解釈すると、ピモの全体
チ
ヤ
ン
ド
ロ
ム
琶
像
は
理
解
さ
れ
な
い
。
旧
師
ド
ゥ
ル
ノ
の
嘘
に
由
来
す
る
と
は
い
え
、
永
遠
の
水
を
求
め
て
ビ
モ
は
、
月
面
山
の
麓
ま
で
達
す
る
。
次
に、大海原に向う途中、鳥、獣、昆虫、花、木点といった自然（の領域の生命）は、ビモの行先に死を感じとり、彼
ノ
ゴ
●
●
 
を翻意させようと努力する。大海原では水を統べ、竜蛇と戦う。ビモの上腕部に、月光の腕飾り（○の］目、○目回国嵐‐
ノゴギニ
肘ｐｐｍ）があり、彼は地下界の蛇王の娘の蛇女それに兄が羅刹王のアリンビと結婚する（第一章）。神話学的に承るとピ
セ
ク
テ
イ
モは、天界、水界、地下界、動物・植物、霊界（ラクササを含む）といったあらゆる世界と通底しうる能力をもつ。
こ
れ
は
マ
ハ
ー
バ
ー
ラ
タ
の
ビ
モ
像
で
は
な
く
、
ジ
ャ
ワ
人
が
ピ
モ
像
に
託
し
た
イ
メ
ー
ジ
の
産
物
で
あ
る
。
デ
ウ
ォ
ル
チ
の
物
語
を
、
こ
う
し
た
観
点
か
ら
検
討
す
る
と
、
他
の
物
語
と
の
以
外
な
関
係
が
浮
び
上
っ
て
く
る
。
最初に、ジャワの悪魔払いに関るムルゥォコロ（冨日葛、恵一色）の物語を検討してみる。
ワャンの最高神のプトログルが誤って海に落とした精液より生れたブトロコロは、その食物としてあるカテゴリー
に属する人斉（スヶルトの烏の耳回）を食べて良いとされた。一人っ子、二人きょうだい、真ん中が異性の一一一人きょう
（四一）
だ
い
、
五
人
兄
弟
、
農
作
業
中
鋤
を
折
っ
た
人
、
炊
飯
中
鍋
を
倒
し
た
人
な
ど
、
数
多
く
の
種
類
が
こ
の
ス
ヶ
ル
ト
に
属
す
る
。
ラ
ッ
セ
ルス（三．国・幻色協のＨ、）の紹介するハズー（出目目）説では、スヶルトの語源はサンスクリットの《⑰昌歸：》（とらわ
（四一一）
れ
た
、
つ
か
れ
た
）
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
ス
ヶ
ル
ト
に
属
す
る
ジ
ャ
ワ
人
は
、
プ
ト
ロ
コ
ロ
に
食
べ
ら
れ
る
危
険
性
が
あ
る
と
されている。そのような危険をはらう儀礼がルワタソ（幻ロゴ具目）である。ルワタンとは、〈目薯鼻》（解き放つ）より
派生した言葉で、念入りな悪魔払いの儀礼である。ルワタンではワャンの上演がなされるが、会場には数多くの供え
（四一一一）
物（のａの己）がそなえられる。その時のラコソは殆どムルゥォコロである。そして、ダラソは、マントラ呪文を唱え、
スヶルトである儀礼の対象者の髪を切り、水で瀧頂する呪師としての役割をはたす。ワャンの起源は古代の悪魔払い
（四四）
にあり、それがワャンという形式と結びついたとピジニーは推定するが、筆者も同感である。それはルワタンの詮な
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（四五）
ら
ず
、
地
震
、
洪
水
、
鼠
や
虫
に
よ
る
農
作
物
の
被
害
な
ど
の
八
危
機
ｖ
に
、
ワ
ャ
ン
が
上
演
さ
れ
る
こ
と
か
ら
Ｊ
も
推
察
さ
れ
る
。
ラ
ッ
（四六）
セ
ル
ス
は
、
ム
ル
ウ
ォ
コ
ロ
に
ジ
ャ
ワ
の
演
劇
の
起
源
を
見
い
だ
す
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
。
だ
が
そ
れ
は
、
ム
ル
ウ
ォ
コ
ロ
に
彼
の
期待した分類原理が見い出せないということで、ラッセルスは事実上ムルウォコ戸の分析を放棄している。ブトロコ
（四七）
ロの危険をはらわれたスケルト達は、「真実の知識」（【臼司目嵌の①］閂目ｐｍｐＨ旨）を身につげたと考えられる。この
こ
と
か
ら
も
、
ル
ワ
タ
ン
と
イ
ニ
シ
ニ
ー
シ
ョ
ソ
と
の
類
似
が
予
想
さ
れ
る
が
、
筆
者
の
知
る
限
り
、
悪
魔
払
い
を
お
こ
な
う
年
齢
は
一
定
し
て
い
な
い
。
ご
く
小
さ
い
時
に
お
こ
な
う
こ
と
も
あ
れ
ば
、
成
人
前
、
結
婚
前
な
ど
様
を
で
、
中
に
は
六
○
歳
を
越
え
て
か
ら
ル
ワ
タ
ン
を
受
け
た
女
性
の
例
も
あ
っ
た
。
ル
ワ
タ
ン
に
お
け
る
ラ
コ
ン
（
演
目
）
は
ム
ル
ウ
ォ
コ
ロ
の
ほ
か
に
、
．
（
ソ
ダ
ワ
の
末
弟
サ
デ
ゥ
（四八）
ォによるドゥルゴ（Ｃ自由口）を元の姿に戻す物語（スド・モロの且回，》【口一ｍ）がある。
ス
リ
・
ム
ル
ョ
ノ
に
よ
る
と
、
ム
ル
ウ
ォ
コ
ロ
の
物
語
は
次
の
よ
う
な
展
開
を
な
す
。
、
ブ
ト
ロ
・
グ
ル
は
彼
の
乗
り
物
で
あ
る
ア
ン
デ
ィ
ー
ー
牛
の
上
で
、
妻
の
デ
ウ
ィ
・
ウ
モ
（
□
の
乱
ロ
日
“
）
と
の
会
話
を
楽
し
ん
で
い
た
。
す
る
と
、
ウ
モ
が
非
常
に
美
し
く
見
え
た
の
で
性
欲
を
も
よ
潴
し
、
一
つ
に
な
り
た
い
と
願
っ
た
。
だ
が
ウ
モ
が
グ
ル
の
要
求
を
拒
ん
だ
の
で
、
グ
ル
は
精
液
を
海
へ
落
と
し
て
し
ま
っ
た
。
天
か
ら
海
に
落
ち
た
性
液
は
、
燃
え
あ
が
る
よ
う
に
思
わ
れ
た
。
グ
ル
の
要
請
ですべての神交がそれを消そうとしたが、うまくゆかなかった。火を統くるプトロ・プロモ（団国風因日日、）さえそ
の
火
に
焼
か
れ
て
、
天
界
へ
戻
っ
て
し
ま
っ
た
。
と
こ
ろ
が
そ
の
精
液
は
胎
児
に
な
り
、
ブ
ロ
モ
神
を
追
い
か
け
、
彼
も
天
界
へ
登
っ
て
②
プ
ト
ロ
グ
ル
は
神
々
と
面
談
中
で
あ
っ
た
。
プ
ロ
モ
神
が
や
っ
て
き
て
、
そ
の
直
後
に
胎
児
も
到
着
し
た
。
グ
ル
は
胎
児
の
臓
の
緒
を切り落としたが、胎児の容貌はいささか化物のようであった。グルはその化物を自分の子供であると認めた。そし
てコロラソドゥ（【②一肖四且冒）と名づけた。幼児の牙が切り落され、二本の短剣ができた。そのあとで。ロランド
ク
パ
ゥ
は
、
ヌ
サ
カ
ン
薄
ハ
ン
ガ
ソ
島
（
ジ
ャ
ワ
の
南
海
岸
に
あ
る
小
島
）
で
厳
し
い
修
行
を
す
る
よ
う
命
じ
ら
れ
た
。
グ
ル
は
妻
の
ウ
モ
に
非
常に腹をたて、羅刹に変えてしまった。それがドゥルゴである。ドゥルゴもまたヌサヵンパンガン島へ行き、コロラ
ル
ワ
ッ
ト
ンドゥの妻になるよう命じられた（一種の近親婚）。ドゥルゴはのちにパンダワの末弟サデウォによって解放され、
いった。
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元の女神に一民った。ダルは輝く光から新しい后ラクスミ（□の尋一旨所員）をつくった。グルは海面を漂いながら夕．〈
をしていたノロド（国四日Ｚ閂匙らの知恵を必要としたので、海上におり、ノロドをつれて天へ登った。ノ戸Ｆこ
そが「生の真理‐｜を体得していたから。
②ヌサヵンバンガソ島でのゴロの存在は、大混乱をもたらした。ゴロはあらゆる魚を食べ尽くした。その後『一口は
ダルに会い、陸の食物を要求した。『一戸はまだ裸のままであったので、ノ面Ｆの請けているものと同じものが与えら
れた。コロは「太陽が真上に来た時」に食べることができるとされた。彼は太陽神（犀胃四ｍ自百）を食べられると
思って、サル三神を追いかけたが感違いで、丁度正午に、ある種の人間を食べてもよいという意味であった。それが
スヶルトである。ノロドは、コロ腱与えられたスヶルトの種類が多過ぎると思い、ゴロが犠牲を求めて地上をさまよ
う前に、「真理の知識」を教え、彼の守らないとならない義務を課した。
ル
ワ
プ
ー
四ルランダルマとルーフンダルミの兄妹は、彼らを解放してくれる人を捜していた。丁度太陽が真上に来た時コロに
出会った。あやうく食べられそうになったが、すばやく逃げ、水蛇除けのない家に屋根を伝って入った。その家の所
有者は。酒に食べられた。二人の兄妹を追跡中、コロはスヶルトをどんどん食べてゆき、大変な混乱がおきた。地上
の様子を心配したグルは、ノロドらをつれて地上におり、コロに命を狙われた人をその危険から救うダランとなった。
二人とも一人っ子であるプュットとその妻は、ゴロの危険を払ってくれるように、ブトログルのダランに頼んだ。ダ
ランは彼らに教示を与え、その後ルワタン儀礼をおこなった。儀礼の附始直後に、ルランダルマとルランダルミの兄
妹がコロに追われてやってきた。コロが供え物に気をとられている隙に彼らは会場にもぐりこ象、ダランに保護を求
めた。グランの動きに全身を注意していたコロは、次第に真実にめざめてきた。ダラソは会場の周囲にいる妖怪を払
って、元のす恐かに帰らせた。ダランの正体を知った．戸にはついに「真実の知識」が授けられた。『一戸は本来の完
全な姿をとり戻した。地上に残っているのは、二口の追随者たちである。
ジョクジャカルタのあるダランの語るムルウォニロを〈ズーは記録し、ラヅセルズが引用している。それによるム
ルゥォ『一ロは、ムルョノの内容と細部で異なる。
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⑪
プ
ト
ロ
グ
ル
は
ス
ロ
ロ
ョ
（
天
界
に
あ
る
神
だ
の
居
所
）
で
、
他
の
神
☆
に
囲
ま
れ
て
会
議
を
開
い
て
い
た
。
す
る
と
、
地
上
で
大
混
乱
が
生
じ
た
こ
と
が
伝
え
ら
れ
た
。
ノ
ロ
ド
の
報
告
に
よ
れ
ば
、
そ
の
大
混
乱
の
原
因
は
、
大
海
の
真
ん
中
で
デ
ウ
ィ
・
テ
ノ
ゴ
が
夕
□
《
厳
し
い
修
行
を
お
こ
な
て
い
る
た
め
に
生
じ
た
と
の
》
」
と
で
あ
る
。
グ
ル
は
ア
ン
デ
ィ
ニ
牛
に
乗
り
、
ノ
ロ
ド
に
伴
な
わ
れ
て
そ
こ
に
下
った。デウィ・テノゴはその長い髪以外の衣服は身につけていなかった。グルは彼女の美しい姿に感動して自分の后
に
し
た
い
と
思
っ
た
が
、
テ
ノ
ゴ
は
拒
ん
だ
。
グ
ル
が
力
づ
く
で
屯
の
に
し
よ
う
と
し
た
の
で
、
彼
女
は
逃
げ
た
。
彼
女
の
長
い
髪
が
波
間を漂い、グルは激情をもよおした。するとすぐにデノウォ（Ｏのロ豊圏）が現われた。それは間違いなくグルのコモ。
サラー（【画日田の昌島誤った精液）であった。コモサラーは神灸に衣服を求め、彼は以前カルンコロの身につけていた
も
の
を
与
え
ら
れ
た
。
コ
モ
・
サ
ラ
ー
は
ブ
ト
ロ
コ
ロ
と
名
づ
け
ら
れ
た
。
コ
モ
は
食
物
を
要
求
し
て
、
ダ
ル
に
彼
が
食
べ
て
も
よ
い
人
間
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
（
ス
ヶ
ル
ト
）
を
告
げ
ら
れ
た
。
２
二
口
が
立
去
る
と
ノ
ロ
ド
は
、
ダ
ル
が
コ
ロ
に
大
き
な
呪
力
を
与
え
過
ぎ
た
こ
と
を
責
め
た
。
グ
ル
も
そ
れ
を
侮
や
ん
だ
が
、
遅
か
った。だがノロドはコロの体の至る所に、呪文を書きつけた。ゴロには、この書かれた呪文ですぐにダルの子供だと
分
る
と
説
明
し
た
が
、
実
際
は
こ
の
呪
文
を
唱
え
る
と
、
コ
ロ
の
危
険
か
ら
救
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
３
コ
ロ
は
食
物
を
求
め
て
さ
ま
よ
い
続
け
た
。
す
ぐ
に
彼
は
ゲ
ド
ノ
・
ゲ
デ
ィ
ー
ー
（
夫
々
一
人
っ
子
）
に
出
会
っ
た
。
ゴ
ロ
は
二
人
を
す
ぐ
に
食
べ
よ
う
と
し
た
が
、
逃
げ
ら
れ
た
。
コ
ロ
を
見
続
け
て
い
た
グ
ル
は
、
他
の
神
々
を
つ
れ
て
地
上
に
お
り
、
自
ら
ダ
ラ
ン
と
な
っ
て
、
二
戸
の
危
険
か
ら
ス
ヶ
ル
ト
を
解
放
し
よ
う
と
思
っ
た
。
あ
る
男
が
息
子
を
コ
ロ
か
ら
解
放
し
よ
う
と
思
い
、
ワ
ャ
ン
を
希
望
し
た
。
グ
ル
は
、
夜
に
は
普
通
の
ワ
ャ
ン
を
お
こ
な
い
、
翌
朝
ム
ル
ウ
ォ
コ
ロ
を
演
じ
た
。
突
然
二
人
の
ゲ
ド
ノ
・
ゲ
デ
ィ
ー
ー
が
コ
ロ
に
追
わ
れ
て
や
っ
て
き
た
。
コ
ロ
は
ダ
ラ
ン
に
子
供
を
要
求
し
た
が
、
グ
ル
は
そ
れ
を
無
視
し
て
ル
ワ
タ
ン
を
続
け
た
。
ゴ
ロ
は
近
く
の
ヤ
シ
の木に寄りかかりながらそれを見続けた。突然グルがゴロの体に書きつけられた呪文を唱え始めると、コロは自分の
体が暑くなるのを感じ、その場から逃げ去った。二人の子供は救われ、神含は天界へ帰っていった。
神
話
の
異
伝
に
よ
る
細
部
の
違
い
は
別
に
驚
く
に
値
し
な
い
。
ム
ル
ョ
ノ
の
紹
介
し
た
も
の
が
、
ジ
ャ
ワ
の
ど
こ
で
得
ら
れ
た
か
に
つ
いては明らかでないが、二つのムルウォコロの物語の構造は、次のように特徴づけられる。
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①ピモの抜け出た羊膜は、天から海／陸（森）に捨てられる。
②隠者にひろわれた羊膜は、水をかけて浄められ、生命を与えられる。生れた子供は主位継承者と認められる。
③．〈ソドゥ／ビモに仕えて王道を学ぶためにソガマルト国へ向う
④サク一一の好計。コラワでの地位とスュドノの妹との結婚を餌にして、コラワ側につける。
⑤プロトュドでの戦い。アビプーュを殺すがアルジュノに殺され、ビモにとどめをさされる。
ムルゥォコロとジョョドロトの物語の構造的特徴をダイアグラムに示すと、図Ｉのようになる。
になる。
③グルによるスヶルトの特定。人間性をうるための夕。（、ドゥルゴとの近親婚、海の魚を食べつくす／（。。）
④ノロドの知恵。スヶルトを食べる前にコロのやらなければならない義務／コＰの体に呪文を書きつける。
⑤
神
交
に
よ
る
ワ
ャ
ン
の
上
演
命
ワ
タ
ン
儀
礼
）
⑥『一戸自身の解放、コロの追随者が地上に残る／追放される。ｐ
こうした構造的特徴をもつムルウォコロの物語は、ビモの羊膜から生れたジョョドロトの物語に驚くほどよく似て
いる。第一章で筆者は、ビモの出生をめぐる異常な出来事を紹介した。ピモは母の子宮から羊膜のまま生象落され、
数年間森をころげまわった。彼を包む羊膜は固くて誰も破ることができなかったが、ついに象のセノがこれに成功し、
ためにピモはブロトセノと名づけられた。ピモが抜け出て空になった羊膜は、神によって空から捨てられた。それを
隠者がひろい、生命を付与し、王位継承者とされる。彼はジョョドロトと名のり、．〈ソドゥ王（または兄のピ色に
仕えるため出奔するが、サクニの好計にはまり、コラワ陣営につくことになる。プロトュドの決戦では、アビマニニ
を殺すが、アルジュノに討たれ、落ちた首はビモにつぶされる。ジョョドロトに関する物語の構造的特徴は次のよう
①ブトログルは、妻／女修行者に欲望をもよおし、コモ・サラー（誤れる精液）を、天から海上へ落とす。
②精液から生れた胎児（化物の顔）を、グルは我が子として認知する。海から天へ登る胎児／（天から降りてきた
ダル）。
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「
ｌ
ジ
ョ
ヨ
ド
ロ
ト
ー
‐
ムルウォコロとジョヨドロトの構造的特徴図Ｉ
ｊ
伝
図Ⅱムルウォコロとガトコチョの構造的特徴
更に、ムルウォコロの第一
の
異
伝
は
、
ピ
モ
と
ア
リ
ン
ピ
と
の
間
に
生
れ
た
ガ
ト
コ
チ
ョ
の
物
語
と
類
似
と
転
倒
の
関
係
を
示
す。異類との婚姻で生れたガ
ト
コ
チ
ョ
の
顔
は
化
物
の
よ
う
で、その腰の緒はなかなか切
れ
な
か
っ
た
。
最
後
に
カ
ル
ノ
の
武
器
で
切
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
そ
の
武
器
は
プ
ト
ロ
グ
ル
が
鵬の緒を切るために天から落
と
し
た
も
の
を
、
カ
ル
ノ
が
横
取
り
し
た
も
の
。
そ
の
後
ガ
ト
コ
チ
ョは煮えたつ粥の中に投げこ
セ
ク
テ
イ
まれるものの、却って超能力
を
増
し
、
鉄
の
筋
骨
と
空
を
飛
ぶ
能力をもち、ワャンを代表す
る
サ
ト
リ
オ
と
な
る
。
ム
ル
ウ
ォ
コ
ロ
と
ガ
チ
ョ
コ
チ
ョ
の
関
係
は
、
そ
の
出
生
時
の
姿
は
酷
似
す
る
が
、
最
終
的
に
は
食
人
鬼
と
真
ムルウォゴロ
天_海
(グルの誤った）
糖液
天→海
(ゲルの誤った）
糀液
海→天
へソの桁を
切り、化物
を認知する
ダル
グルによる
スケルトの特定
ヌサカンパンガ
ン風でのタパ、
ドゥルゴとの近
親婚、海の魚を
食べつくす
[天→海］
生れた化物を認知
するダル
ゲルによるス
ケルトの特定
？ 
ノロドの知恵
守らなければ
ならない義務
ノロドの知忠
ゴロの体に呪
文を襟きつけ
る
神々による
ワヤンの上演
(ルワタン〕
神々による
ルヮタン
／ 
（ 
解放され
るゴロ
地上に残
るコロの
追随者
追放され
るプロ
ジヨヨ庇ｒロロト 天→ |： (ビモの羊膜 抜けた） 海森 －王国向水による瀞め、生命をうる羊膜、雫付継承者とな
る子供
パンドゥ
ピモ に
仕えて王道を
学ぶため出奔
サクニの好ill・
コラワでの地
位と結蛎
プロトユＩＦ
の戦し、
ジコヨ
ドロト
の死
ムルウォコロ 誤った制液…－|雲霧為譽’ ●●●－わ ゲルによるスケルトの特定 …→食人児…－ルワタン
ガトコチョ 霊:｡‐|懸俶…… カルノが切})落とす(プルの糟とした武器を横取りしたもの） ●●●－し 火で焼か……れる セクテイの獲得鉄の筋骨(空をとぶ） 奥の…→サト…－リオ カルノに殺されろ
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②チュンヵル王の考えでは、〈ジソコの願いはいかほどのものでもなかった。食人王はただちにその犠牲者の願い
セ
ク
テ
イ
を詞秘めた。だが残忍なこの王は、〈ジソコがチュンヵル王の暴虐を終らすべく、全能の神に与えられた超能力の持主
であることを全く知らなかった。ハジソコの頭巾が地面に置かれると、それはたちまち拡り、最後にはチュンカル王
うものであった。
のサトリオという完全な転倒を示す。両者の関係をダイアグラムで示すと図Ⅱのようになる。
（川九）
ムルゥォコ戸に続いては、ジョコ・リンルソ（］四穴、ロロ、一目、）の物語を検討してみよう。この物語は二つの異っ
たモチーフが一つになったと推測され、前段と後段では物語の主人公も内容も全く違ったものとなっている。前段は
後段を導くための枕であるのだが、その結合はいかにも唐突である。前段は難題解決型で、食人王に苦しめられた人
とを高徳の〈ジワッヵ巡礼者）がその呪力で救い、新しい王に選ばれる。後段のモチーフは複雑で、食人王対新
王、新王対蛇少年、蛇少年対食人王という三つ巴の関係が展開される。この蛇少年がジョコリンルンである。彼は人
間の姿を狸得したくて、空しい修行を続けることになる。ジャワ語でジョコとは「若者」を、リンルンとは一「混乱し
た、当惑した」ことを意味する。だが、筆者は「愚直な若者」という意味に解釈している。ジョコリンルンの姿に、
あの永遠の水を求めて苦難に立ち向った、ビモのイメージが童ってならないから。
ジョコリンルンの物語は次のように展開する。
仙背ジャワ烏にハジソコというウラマ（イスラム道者）がやってきた。彼はメダン・カウィット村に住んだ。当時
ジャワはデゥォト・チュンヵル王の時代で、首都はメダン・カムランであった。王は人間の肉を食べることが大好き
で、宰相メダンヵムランは、毎日一人の興人を王に差し出さなければならなかった。民衆は恐怖の日為をおくってい
たが、誰一人として王に立ち向おうとはしなかった。メダン・力ウィット村が、儀牲をさし出す日がやってきた。村
の会議で蟻牲と決められたのは、〈ジ。ソコの逗留している家の寡婦であった。自分の世話をしてくれている婦人が
野蛮な王の犠牲になるのに絶えられなかったハジソコは、自ら身代りを申し出た。王の前に連れられたハジは、最期
の望象を王に申しでる。それば、自分の命とひきかえに、頭に被っている頭巾ほどのわづかな土地をもらいたいとい
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の国土よりも広くなってしまった。その後チュンカル王は王座から引きずりおろされ、南の海（インド洋）に投げこ
まれてしまった。だが王は死ななかった。彼は一頭の白いワニになった。ハジソコの策略にはまった怒りから、この
残忍な王はいつの日かその恨象をはらしてやると心に誓った。だが、ハジソコはそのことを全く気にしなかった。
③〈ジソコは人々によって王位につけられ、プラブ・ジョコと名のった。しばらくしてから、プラプ・ジョコ王に
一人の子供が贈られてきた。だがその子供の格好は変ったもので、非常に大きい一頭の蛇の形をしていた。そのため
ジョコ王は、その子供を自分の子供として認める気になれなかった。かえって、この子供を殺してしまいたいと思っ
た。だが、その蛇は大きく、大変に強いのでそれは容易なことではなかった。そこでジョコ王は一つの策略を考え
た。子供を呼んで、王子として認知されたかったら、それにふさわしい能力を示せといい、食人王の変身した白いワ
ニを退治するよう命じた。更に、往きも帰りも地上を這ってはならず地下を通らないとならないこと、白いワーーを退
少
官
ゴ
リ
ソ
ル
ソ
拾した証拠に敵の首と海水、海の藻などを持ってくるよう条件を課した。王は一」のことで、蛇の少年を抹殺できると
予想した。
凶王に忠実なジョコリソルンは、王の命令とその条件を平然として受け入れ、早速出発した。子供は自分自身の能
力を十分信じていたのである。南の海で白いワニに出会い、激しい戦いの末にそれを倒す。王の示した条件どおり、
ジョコリンルンはワニの首をとり、海水、海の植物などを手にして帰路についた。父の国に一刻でも早く戻りたいと
願う彼は、父のメダン・カムリン国に着いたかどうかを知るために、しばしば地上に顔を出した。彼が顔を出した所
は、その後塩泉が湧くようになった。
⑤ジョコリソルンが成功視に任務を遂行したことを、プラブジョコ王は素直に喜べなかった。不請不請彼を我が子
として認め、王宮の裏の池を彼の居所にした。ところが王国全体は、ジョコリソルソに与える毎日の食糧のためにひ
どく圧迫された。大量の鶏、アヒル、ヤギが減り、最後には王国から姿を消してしまいかねなかった。王はその対策
に苦慮し、蛇少年に次のように命じた。「白いワニを退治した功績は認めるが、苦行して神の恩恵を得るように。苦
行の暁には神の慈悲で人間としての属性を身につけ、自分に替って国王になれるだろう。苦行中は、自分の体に自然
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に入ってくるもの以外は何も食べてはならないと。父王の命令に従ってジョコリンルンは、王都の近くのクランピス
の森で苦行に入った。その大蛇は口を開け、少しも動かず何年間もそこにとどまった・彼の体は草や木でおおわれ、
外からは見えなくなった。ある日、水牛の番をしていた十人の子供が突然雨にあい、その蛇のロの中で雨宿りした・
彼らはそれを洞窟だと思ったのである。九人はジョコリンルンにのみこまれたが、一人は助った・皮膚病にかかって
いたので、「洞穴」から他の子供達にしめ出されたのである。九人の子供がのみこまれた場所は、その後ケソンゴヮ
ンゴは九の意味）と呼ばれる不毛の土地である。この地域の人々は時折、遠くから人の呼ぶ声を聞くという・の承こ
まれた九人の子供の声とも、まだ苦行中のジョコリンルンの声ともいわれる。そしてそれは、長い乾期、激しい雨
期、伝染病、物価の不安定な時代などの到来を告げるという。（五○）
この複雑なジョコリンルンの物語の解釈は容易ではない。⑪と②の導入部は、「拡がる頭巾」と命名したい主題で、
殆ど同じ手段で食人王を倒したァジ・ソコがジャワ文字をつくる異伝が報告されている・後段になるといくつかの中
心軸があって、そのどれを中心に選ぶかで、この神話の印象は違ったものになる。前段ではその超能力の故に食人王
セ
ク
テ
イ
を南海に投げこんだハジソコは、後段になると贈られた蛇少年の存在に苦しめられる。新王の超能力はこの蛇には全
く役たたず、ピモに対するドゥルノのように、少年に試練を課し抹殺を図る。蛇少年が誰によって贈られてきたかを
神話は明一一一一口しないが、復讐を誓う白いワニ（食人王）である。少年と海との結びつきは明らかで、白いワニを退治し
ての帰路、はやる気持ちから地上に頭を出した所は塩泉となったことで伺われよう。ワニは蛇少年との戦いに敗れる
が、少年の存在が王国の食糧危機をもたらすので、彼の目的はとげられる。そこで王は蛇に人間性を獲得させるため
夕
パ
（実は食樋危機を回避するため）に苦行を命ずる。大きな体の蛇少年は、何年間も何も食べずただロをあけたまま
で、草や木におおわれてしまった。彼のロを洞穴と間違えた九人の少年をのみこふ、現在でも不気味な声が時々聞こ
えるという。それは子供の声とも、蛇少年の声とも一一一一口われるが、どちらにせよ人間の社会に災厄を招く予兆とされ
る。激しい雨期、長い乾期、伝染病などがおこるとされる。価物の不安定な時代の到来は付加的なものだろう。この
人間性を求める異類（蛇）による報われることのない苦行という主題は、一プウォルチに代表される永遠の生を求める
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物語群の中で、特異な位圃を占める。それは、異類の苦行という意味で戯画的（動物の人間化）であるが、報われる
ことのない努力という意味では悲劇的である。人間と動物をへだてる境界の深さを人間は自然による災厄という形で
甘受しなければならない。
セ
ク
テ
イ
ジャワ人の想像するビモは、あらゆる世界を通底しうる能力をＪもつＪものである。、ハンドゥとクンティの間の子供で
ある彼（神念の血をひく）だが、その出生においてはきわめて動物的である。堅い羊膜に包まれたまま数年間森をこ
ろがり、最後に象のセノによってこの世に出現してくる。ピモに幼児期はなく、羊膜を破って出てきた彼の姿は、凛
凍しい若武者のそれであった。彼の羊膜からは、霊的弟で守護霊であるはずのジョョドロトが生まれるが、彼はピモ
を裏切る存在へとなってゆく。プロトセノと名づけられたビモは、地下界を統くる蛇王オントポゴの娘のノゴギニ
（蛇女）と結妬し、オソトセノが生れる。オントセノは父親以上の超能力の持主で、必要な時は地下界から地上へ出
てくる・彼は強力な毒をもち、空を飛べる。このため、プロトュドの成立を恐れるクリスノの策略で殺される。ピモ
ヲ
ク
ャ
シ
の第一一夫人は羅刹女のアリンビで、彼女との間にガトコチョが生れる。ガトコチョの出生は父のピモのそれに対応し
七
ク
ラ
刀
’
ている・化物の顔をした．ま．ま生れ、その膳の緒を切ることができなかった。火で焼かれたあと、ガトコチョの超能力性
はいや増し、ワャンを代表するヒーローに成長する。彼は飛翔の能力に優れ、稲妻のように走るとされている。諸世
界を通底しうるピモの能力は、感動的なラコン・デウォルチにおいて、最もよく示される。デゥォルチの物語は、ウ
パニシャッドの流れをくむクジャワン主義（ジャワ教）の理想を表現するｊものとしてよく議論される。だが筆者に
は、デウォルチの物語を成立させる構造は、ジャワの宇宙論を典型的に示すＪものと思われてならない。永遠の水の深
●
●
●
●
●
●
●
 
索のためにビモは、月面山の麓（天上界）から大海の彼方（死者の世界）に●まで至る。ピモは飛ぶようにして走り
ナ
が
（傍点筆者）、自然の攝の声援をうけ、地下界の使者の竜蛇と戦う。このデゥォルチの物語としての構造を、他の物
四、地をはう蛇と天にかかる虹
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語と比較する時、筆者の予想は更に確認される。ジャワの悪魔の代表であるブトロコロの物語は、物語の形式ではピモ
の弟のジョョドロトの物語と酷似するが、そのメッセージは異なる。それは、ガトコチョの物語と形式において類似
と転倒の関係をなし、メッセージにおいて逆転する。プトログルが天上から誤って落とした精液Ｃモ・サラー）か
ら
海
で
誕
生
し
た
プ
ト
ロ
コ
ロ
は
、
あ
る
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
人
を
（
ス
ヶ
ル
ト
）
の
命
を
狙
っ
て
、
う
ろ
つ
き
廻
っ
て
い
る
と
い
う
。
海
（五一）
で生まれた食人鬼ブトロコロ。海にすゑ、人間の犠牲を要求するキャイ・ブロロン（穴嗜凰国の］・Ｈｏｐｍ人間の頭とサ
（五一一）
〆の体をもつ）、ニャイ・ロロ・キドゥル（ｚ国菖旧胃臼昏』ロー南海の霊）。この一一一者に共通する特徴は、海が死者の世
界を意味することである。このことは、デウォルチに大海原で出会ったビモが、実は死者の世界へ足を踏象入れてい
たことと一致する。更にジョコリンルンの物語では、永遠の水を求めるビモの、戯画的で悲劇的な姿の蛇少年が登場
する。ハジソコに追放された食人王は、南の海で白い２－に変身し、復犠を誓う。彼は蛇の少年をハジソコの新王に
贈
り
、
新
王
を
困
ら
せ
る
。
新
王
は
大
き
な
体
の
蛇
少
年
を
も
て
余
し
、
そ
の
抹
殺
を
決
意
し
て
、
白
い
ワ
ニ
退
治
を
命
じ
る
。
新
王
の
予想に反して少年は白いワーーを退治し、帰路塩泉をつくることになる。新王は続いて人間の姿を獲得するための修行
を
命
ず
る
。
新
王
の
命
令
に
、
愚
直
な
ま
で
に
従
う
ジ
ョ
コ
リ
ン
ル
ン
の
努
力
は
、
報
わ
れ
な
い
。
彼
は
九
人
の
子
供
を
の
ふ
こ
ゑ
、
遠
く
か
ら
時
折
聞
こ
え
る
異
様
な
声
は
、
人
間
に
災
厄
の
も
た
ら
さ
れ
る
予
兆
と
な
る
。
今
の
と
こ
ろ
、
ジ
ョ
コ
リ
ン
ル
ン
の
物
語
が
、
ジ
ャ
ワ
の
宇
宙
論
と
積
極
的
仁
関
る
証
拠
は
見
い
出
さ
れ
な
い
。
だ
が
、
ジ
ャ
ワ
の
蛇
と
虹
を
中
心
と
し
た
象
徴
の
世
界
を
追
求
し
て
ゆ
く
と
、
ジ
ョ
コ
リ
ン
ル
ン
の
物
語
の
不
可
解
さ
が
氷
解
し
て
ゆ
く
。
そ
れ
は
本
章
の
最
後
に
述
べ
る
こ
と
に
し
よ
う
。
筆者が本稿で追及してきた、天の川をビモ・セクティと呼ぶジャワ人の神話的論理は、ホーイカース（］・函。＆‐
（五一一一）
丙、、、）の「古代インドネシアの宗教における虹」と題する論文の結論と、多くの点で一致する。ホーイカースは、ジ
ャワ・・くりの資料を中心に古代インドネシアでは、虹が天界や他界への橋あるいは舟としての役割を果すことを詳細
に
検
討
す
る
。
そ
し
て
、
時
に
虹
は
蛇
に
通
ず
る
こ
と
も
指
摘
す
る
。
彼
の
主
張
を
、
筆
者
の
持
っ
て
い
る
資
料
で
補
強
し
な
が
ら
辿
っ
てみよう。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
神
話
で
は
神
々
の
住
む
天
上
界
と
、
人
間
の
住
む
地
上
（
下
界
）
、
そ
れ
に
蛇
王
の
統
く
る
地
下
界
の
三
つ
の
世
界
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をめぐって物語が展開される。更に山と海が重要な舞台であるが、それは天、地、地下の三界の対比に摸元しうる。
虹は天と地をつなぐ媒介である。中部スラウニシのトラジャ族では、トランスに入った女司祭は、虹を天界に達する
舟として用いる。彼女は全身を布で包まれ、病人の霊力をとり戻すために天界へ旅する。南スラウニシのプギス族で
は、虹は天界から地上へ通じる道として理解されている。上界を統ぺる神とその配偶者に．〈タラグルという子供がい
て、彼らはその子供を竹の中に入れ、虹とともに地上に下らせた。グルは、海の泡より生れた地上の神々と結婚し、
（五四）
地上に住む人為を文明化した。この時の虹は、天と地の和合（豊穣）をもたらす媒介でもある。「象と蛇の戦い」と
題されるスマトラのトパ．．〈タック族の民話では、地をはう蛇が虹の背に乗って天界へ達する。小鹿（トリヅクスタ
ー）の挑発で、象と蛇は雌雄を決しなければならなくなった。象族が地下界の悪霊と同盟を結んだため蛇族は力強い
同盟者を必要とした。険しい岩壁の洞穴からサセンデ蛇が姿を現した時日照雨となり、七角龍の水槽から水を飲むた
めに、高く燃えたつ火炎の舌のような大きな虹が空から降りてきた。そこで蛇のシヒムはワナを仕掛け、虹をとらえ
た。虹は頭をはさまれ、助けを求めて哀願した。蛇は自分たちを天上へ連れてゆくならば許してやるといい、虹の背
（五万）
に乗って天界へ達し、雷電を味方に入れることに成功した。蛇と象の戦いは結着がつかず、一人小鹿だけが得をした。
この時の虹は、蛇そのものである（燃えたつ火炎のような体と頭をもつ）。
このトバ・バタックの例で示されたように、インドネシア各地において、虹は蛇と同一視されている。ガジュ・ダ
ャク族は虹は海から出た弓のようなもので、その先端は天上界に通じていると信じている。人間は海から虹を通って
ナ
〃
上界へ達することができる。彼らの世界観を示すサガラン（生命の樹）では、上界は犀鳥で、下界は水蛇（竜蛇）で
（五六）
表現される。虹はナガの色の反映したものである。シェーラー（四・ｍ・匠冴の、）の言葉によると、「ナガは雨降りと夕
暮時に海面を戯れるのを常とする。そして空にかかる虹と夕焼けは目もあやなその輝く胴が反映したもの。虹は神の
救済と恩恵のしるしである。虹は神の世界と人間とを結ぶ橋であり、その媒介者が神の前に進承出る時に渡る橋であ
る」。ジャワでは、虹は蛇の体をもち、ジャワ島全体に横たわっている。その蛇の体の両端は、鹿または牝牛の頭を
していて、一方はジャワ海で、他方はインド洋で水を飲んでいる。十分に満足すると、彼らは水を地上に雨として降
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（五七）
らせる。バリにおいてｊも虹と蛇は同一視される。マレイ語で《巳、一目、】》とは、虹と蛇を同時に表すという。ホーィヵ
（五八）
－スはアンコールトムにおいてＪも、虹は空に向って直立する多色の蛇であることを紹介する。更に、中野美代子の意
欲作『中国の妖怪』では龍のイメージの歴史的発展をたどりながら、次のような指摘がなされる。「両頭龍である虹
は、いつもは天上にいるが、時には水を飲象に地上におりてくる。その時、人の目に、アーチ状のその姿がうつるの
である。虹のことを虹蜆ともいうが、アーチの内側の虹が雄、外側の蜆が雌であるといね蕊」。世界中の蛇に関す
る信仰と儀礼を分析したムンドクール（国・冨目時日）の『蛇教』では、不思議なことに、蛇と虹の同一視は積極的
（六○）
には主張されていない。それは蛇信仰の精神分析学的考察をめざしたｊものだが、歴史Ｊも文化ｊも異なる世界各地の事例
を、一つの固定した方法で無理に分析しようとした試象の、見事な失敗作としか言いようがない。
先に、ジャワでは虹はジャワ島に横たわり、北と南の海で水を飲む双頭の蛇であると述べた。だがワャンの伝承で
は、プトログルの乗物のアンディーー牛が、水を飲む姿だとされる。ホーイカースは〈ルジョゥィロゴの『ワャンプル
ウォの歴史』の第二版から引用しているが、ここではその第六版から引用しよう。「アンディーー牛は、。ハタナムとい
う名前の妖怪王の子供で、一頭の牝牛であった。彼女はこの世の支配を狙い、修行をつ象、入念に恐れられた。プト
ログルがこのことを聞きつけ、彼女を自分の乗物にしてしまった。アンディーー牛はこれをいやがって、グルとウモが
喧嘩するよう仕組んだ。妻とのひどい喧嘩の原因がアンディーー牛であることを知ったグルは怒り、彼女を虹に変えて
しまった。伝承によれば、虹は牛の頭をしており、虹が見える時はアンディーー牛が海の水を飲んでいると信じられて
いる。乗物を失ってからダルの力は弱まった。その後牡牛のオンドノを得て、それを前と同じ名前のアンディ一一とし
（｛ハー）
て、元の力を回復した」。古代ジャワでは、虹と牛はシバとウモの最初の抱擁で生じたとされる。パリでは、シバの男
根に驚いたウマがそれをそむけてしまったため、精液が空中に放出された。それが虹となり、地上に落下した精液か
ら、大嵐、牛が生れたとされる。ホーイカースの推察では、ワャンにおける虹の起源の伝承は、シバとウモ（この
最初の抱擁の結果虹が生じたとする、古代の伝承から派生したとされる。シ、〈とウマの合一の雫くりの異伝は、明らか
に天地の合一のことである（虹、雨で結合される天と地）。虹は天と地をつなぐ橋、舟である。プトログルはアンデ
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（｛ハーー）
イニ牛に乗って天地を往来するので、次第に虹とアンディニ牛が一つになったという。
一五世紀中葉に建てられたスクー寺院については、第二章で述べた。チェト寺院と並んで、リンガとョ一一の陰陽像
で知られるこのスクー寺院のビモ像は、呪的能力と死ぬべき生命の救済を象徴している。永遠の生を求めるデウォル
チのイメージと、陰陽観が結合したこの寺院のピモ像の一つにピモの人生の一一一段階を、虹が示しているｊものがある。
最上部の主部は、天上界で翁ハタラグルに面会する直立したビモ像。鹿の足の間にある二つの小さな下部は、ビモの救
（｛ハーニ）
済の物語（デウォルチ）。ピモの人生の三段階というのだが、天上界、死者の国（デウォルチ）のほかに、あと何が
来るのか、ホーィヵースＪい）、ホルト（○・田◎岸）Ｊも何Ｊも言っていない。論理的に言えば、ノゴギニとの結婚などで示
される地下界との関係であるが、今のところよく分らない。ホーイカースは、「虹はこの天界への旅人の人生の枠組
（六四）
にふさわしい。天界で彼は虹の王、ダルの面前に現われる」と述べている。この文章の真意はよく分らない。ブロト
ュドの戦いのあと、、ハンダワの五兄弟は〆ルー山へ向うが、そのことを指しているようでＪもあるし、デウォルチと混
同しているようで＄）ある。天界へ至るビモＪも、死者の国で本当の自己（内面の神）に出会うピモｊも、虹と論理的に結
ばれる。虹と天界は、何度も述べたように天地を媒介する橋、舟としての虹でつながる。虹と他界との結合には、説
明が必要である。ホーイヵースは、虹を伝って天界へおＪもむくトラジャの女司祭を紹介したあと、虹以外に他界へ到
達する手段として、飛翔をあげる。スマトラの一一アス島では、飛翔によって他界に達する。永遠の水を求めて「飛ぶ
（六五）
ように走った」ピモ＄）、その典型であるという。確かに、大海原でデウォルチに会ったピモは、実は死者の国を訪れ
て
い
た
。
月
面
山
か
ら
大
海
原
へ
至
る
途
中
で
の
ビ
モ
は
飛
ぶ
よ
う
に
走
り
、
ま
た
、
怒
れ
る
竜
蛇
の
よ
う
で
も
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る。竜蛇は虹であり、虹は飛翔と並んで、他界へ達する手段とされている。スクー寺院のビモの人生の三段階を飾る
虹
は
、
こ
の
よ
う
な
解
釈
を
経
て
、
初
め
て
神
話
論
的
根
拠
を
与
え
ら
れ
る
。
虹と蛇の同一視というジャワの民間信仰は、ジャワの王権の中核を占める観念である。ジョクジャカルタのスルタ
ンのプサヵの一つに、コタソ・オソトクスモ（【８日晒しロ区２ｍ目四）という上着がある。七層の地下界を統ぺる蛇王
オソトポコの抜け殻でつくられたとされるこの衣服は、「宇宙を統くる者」としての、王の存在を彩かに示す。スル
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タンはこの「コタン・オントクスモ」を戦闘で危険の時にのみ着用するというが、その時王は、大地と地下界、大地
（一ハ上ハ）
と天界との間に立つ。ジョクジャカル夕王スルタン（〈メンクヴウォノ家）と地下界との結びつきは、王宮の建物に
おいても示される。一七五六年に建てられたソガョクャカルト・アディニングラット（ｚｍ畠。巴烏自白シ』ご旨、Ｈ貝）
宮の基部には、尾部を結ばれた一一匹の竜蛇の文様が飾られている。ご乱ｚ四個宛回、餌月月隠色｝》、「一一匹の竜蛇は一つ
であるかのようだ」。また、スルタンと南海の女王（尻目］の息幻“目尻己巨一）との神秘的結合を確かなものにする目的
のあるタマンサリの基部には、四匹の竜蛇の文様が飾られている。《○貰日ｚ四囲閃四囲弓目鴨ロー》、「四匹の屯蛇は一
（六七）
つであるかのようだ」。宇宙との〈ロ｜を図るジョクジャカルタ王は、地下界の承ならず、天界（山岳）、他界（海）との神
Ｐ
ロ
・
キ
ド
ウ
秘的・神話的結合を絶えず確認する。ラプハンという王の誕生日を祝う儀礼（就任記念日にも行う）では、南海の女
ル
サ
ジ
ニ
ン
（六八）
王へのささげ物がインド洋に流される。と同時に、ムラピ山やラウ山などの山岳霊にも、ささげ物がなされる。この
マタラム朝時代の王権儀礼は、マジャ・〈ヒト時代にその原型を見い出しうる。一四世紀中葉の〈ヤム・ウルク（国回百日
天上界(神々）山(山岳麓､リンガ）
。
ゴロ目戸）王の王族と宮廷生活を記す『ナーガラ・クルターガマ』
（六九）
籍に、それはよく一不されている。山の守護者とバタラグルは同一視
のされ、リンガと三一一の陰陽観は王都の名前にも定着した。王宮の
碑幽》糀鑪絆”麺Ⅶ餡神控（鍋却窕鈍垂醐羅塑症識並裁凱痙樅形飛蠅〒
しウルク王と王宮の女官との海遊びの中に伺われる。こうした王権
と軸儀礼は、ジャワの王権の宇宙論を描萱」出す。その体系的な研究
を
は
、
稿
を
改
め
て
論
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
筆
者
が
こ
れ
ま
で
述
べ
て
王きたことは、作業仮説として次のように整理される・まづ、天と
界刎
ノ軒鰄、地の対比と合一。それを媒介するのが虹である。虹は蛇であり、
蛇王の統くる地下界は、転倒した天界であると予想される。天と
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地の対比は、山（リンガ）と地（三一一）の対比におきかえられる。海は死、霊の世界と結びつき、それは地下界とも
ニ
ヤ
イ
・
ロ
ロ
・
キ
ド
ウ
ル
通底しうる。南海の女王の乗物は海の底では竜蛇である。王が海との結びつきを求めるのは、王と地下界との結びつ
きと同列の意味をもつものである。理念的には、地下界と同じく、海は転倒した天界（山）である（その根拠は後
述）。ジャワの宇宙論の体系を、諸世界を媒介する王を中心として示すと、図Ⅲのようになる。
ジャワの宇宙論の特徴を、次の二つの神話で象てみよう。一つは、稲の起源をめぐる神話で、殺された女神の死体
から稲が出現するとされる。他の一つは、ジャワの羽衣型説話であるジョコ・タロップの物語である。最初に、ジャ
ワ島の東端のバーーュマスから得られた稲の起源神話を検討してみよう。この物語は、数多いインドネシアの稲の起源
（七○）
神話の典型である。物語は、次のような展開をなす。
Ⅲ天界でハタラグルは他の神々とともに、地上の入念に恵糸をもたらすウィジ・ウィダャヅトの種子を下らせるこ
とを話しあっていた。その種子はすべての神に支えられないと、地中に落ちてゆく危険があった。ところが、》ハタラ
ラマディがその場にいない三」とに他の神為は気がつかず、ウィジ・ウィダャットは神盈の支えから抜け落ち、矢のよ
うに落下し、とうとう大地の七層の中に嵌ってしまった。地下界を統くる蛇王オントポコは、突然ロの中に何かが入
り、喉から胃の中に落ちると同時に、体が突然ダルくなったのを覚えた。そこに天界から神☆がやってきて、ウィ
ジウィダャヅトの行方を尋ねた。蛇王の胃の中に入りこんだことを知った神点は、蛇王を連れて天界へ上り、・ハタラ
グルの前に進み出た。グルの命令で蛇王がの承こんだものを吐きだすと、男と女の兄妹の赤ん坊がとびだしてきた。
女の子はデウィスリ、男の子はサドノと名づけられた。二人は．ハタラグルの子供と認められ、天界で住むことを許さ
れた。
幻
一
②二人の子供は成長して、結婚する時がやってきた。だがサドノは、妹のデウィスリのほかは誰とも結婚しようと
しなかった。グルは何度も近親婚の禁忌に触れるから結婚できないと注意した。サドノはそれでもあきらめきれず、
ついにグルの呪いをうけ、死んでしまった。サドノの亡骸は棺に入れられ、海へ捨てられるよう命じられた。途中棺
の蓋を決してあけてはならないと警告されたけれども、神☆の好奇心から蓋はあけられた。すると棺の中から稲に害
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をなすサル、イノシシ、象や他の獣など、森の動物が現われた。そして、海へ投げこまれたサドノの亡骸からいく種
類もの海の生き物が生れた。
③サドノに死なれた妹のデウィスリは、大変悲しんだ。そのさびしさを慰めるため、木製のガムラン楽器を、バタ
ラグルに要求した。この世には存在しない楽器をスリが余りにも要求するので、スリは父の呪いをうけ死んでしまっ
た。デウィスリの死体は、ノロド（カネカプートラ）によって、修行に励んでいたある農婦に託された。忠実な農婦
が、カネカプートラの指示どおり毎日デウィスリの墓に水をやると、デウィスリの墓から何種類もの植物が生れた。
幾婦はこのことを地上の王に報告した。これが稲の起源となり、それ以来人間の糧となってきた。
この神話は、ウィジ・ウィダャットの落下という形で、天と地（下界）との合一を説く。ウィジ・ウィダャットを
のみこんではきだす蛇王は、グルと性交し、出産する象徴である。蛇王は普通神☆と同じ姿をしており、その居所の
（七ご
サプトプラトロの美しさも神々の居所のスロロョと変らない。この前段部は、グルとウマの最初の抱擁で虹ができ、
大地の嵐、牛が生れるとする蕾くりの神話と同じ主題（天地の合一）を扱う。このようにして誕生したデウィスリとサ
ドノの近親婚願望がインドネシアの稲の起源神話の特徴である。バーーュマスの異伝は、デウィスリとの結婚が実現せプータ
ず死んだサドノの死体から、稲の率ロ獣と、海の生物が生じるとされるが、それはデウィスリに求婚して断られる魔王
とされることもある。その時、サドノは、デウィスリとの結婚が実現しないため居所を出て身を隠し、デウィスリが
サドノのあとをおいかける。稲はサドノが隠者からもらいうける。また、サドノとデウィスリは、ヴィシュヌ神（そ
（七一一）
の化身が王）の子供であるとよくされる。日本のオオゲッヒメ型神話の起源を大林太良は、大陸の雑穀栽培型焼畑耕
（七一一一）
作に求める。系統論的に一高えば、インドネシアのハイヌウエレ型神話にこの稲の女神の死体化生神話は入るだろう。
神話の系統論をやる意図は筆者には今のところないが、日本とインドネシアの稲の神話で宇宙を三界に分類する表象
など、共通の特徴を備えていることには注目される。
次にジョコ・タロップ（］鳥幽円周：）の物語を検討してみよう。これはジャワの羽衣型説話であると同時に、マタ
ラム朝の起源神話であり、王権の宇宙論の理解には不可欠である。異伝によって登場人物の名前や人間関係が異なる
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（七四）
が
、
次
の
よ
う
な
展
開
を
す
る
。
⑪
結
婚
を
嫌
っ
て
森
に
入
っ
た
娘
は
修
行
中
の
若
者
を
見
て
妊
娠
す
る
。
子
供
を
産
む
と
娘
は
去
り
、
子
供
は
タ
ロ
ッ
プ
村
の
あ
る
未
亡
人
に
育
て
ら
れ
る
。
ジ
ョ
コ
タ
ロ
ヅ
プ
と
名
づ
け
ら
れ
た
若
者
は
、
吹
き
矢
の
名
手
で
、
森
で
よ
く
狩
を
し
た
。
あ
る
日
狩
を
し
て
い
う
７
Ｆ
与
り
る
と
、
森
の
泉
に
天
女
が
舞
い
降
り
、
水
浴
を
し
て
い
た
。
そ
の
光
景
に
見
と
れ
た
ジ
ョ
コ
タ
ロ
ッ
プ
は
、
一
人
の
天
女
の
羽
衣
（
オ
ン
トクスモ）を隠した。誰かに見つめられていることを悟った天女達は慌てて天界へ戻ったが、羽衣を隠された天女だ
け
は
天
に
帰
れ
な
い
。
ジ
ョ
コ
タ
ロ
ッ
プ
は
彼
女
に
近
づ
き
、
自
分
の
家
に
つ
れ
帰
り
、
結
婚
す
る
。
天
女
の
名
前
は
、
ナ
ワ
ン
ウ
ラ
ン
（ヱロミ目、三臣一目ウランは月）といい、彼らに女の子が生れた。
②
さ
て
、
不
思
議
な
こ
と
に
、
ジ
ョ
コ
タ
ロ
ヅ
プ
の
穀
倉
は
毎
日
の
消
我
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
燈
が
減
ら
な
か
っ
た
。
あ
る
日
、
妻
の
ナ
ワ
ン
ウ
ラ
ン
は
川
に
行
く
た
め
、
蒸
し
器
の
蓋
を
絶
対
に
開
け
る
な
、
と
硬
く
言
い
残
し
て
外
に
出
た
。
だ
が
禁
じ
ら
れ
た
こ
と
な
の
に
、
ジ
ョ
コ
タ
ロ
ヅ
プ
は
そ
の
蓋
を
あ
け
て
し
ま
っ
た
。
す
る
と
一
株
の
稲
籾
が
中
に
あ
る
だ
け
だ
っ
た
。
彼
の
妻
は
一
株
の
籾
か
ら
、
そ
の
日
の
御
飯
を
た
き
あ
げ
て
い
た
。
こ
の
た
め
彼
の
穀
倉
の
量
は
減
る
こ
と
が
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
川
か
ら
帰
っ
て
き
た
要
は
鍋
の
蓋
を
あ
け
る
と
、
ご
飯
は
で
き
て
お
ら
ず
、
た
だ
籾
だ
け
が
残
さ
れ
て
い
た
。
彼
女
は
夫
の
違
約
に
気
が
つ
く
が
黙
っ
て
い
た
。
そ
れ
以
来
彼
女
に
呪
力
は
な
く
な
り
、
普
通
の
人
の
よ
う
に
、
毎
日
生
の
材
料
を
料
理
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
。
⑧
し
ば
ら
く
し
て
穀
倉
の
籾
は
底
を
つ
い
た
。
す
る
と
自
分
の
羽
衣
が
隠
さ
れ
て
い
た
の
が
分
っ
た
。
す
べ
て
を
理
解
し
た
ナ
ワ
ン
ウ
ランは天女としての能力を回復し、子供と夫を残して天界へ向った。だが彼女は「人間」になっていたので、再び天
界へ入ることを許されず、ジャワの南の海へ行き、そこを統くるよう命じられた。彼女はその後、一一ヤイ・ロロ・キ
ド
ゥ
ル
に
な
っ
た
。
ジ
ョ
コ
タ
ロ
ヅ
プ
の
子
供
は
そ
の
後
、
マ
タ
ラ
ム
国
へ
と
系
譜
的
に
つ
な
が
っ
て
ゆ
く
。
（七五）
ヶ
リ
ス
ラッセルスの引用した一一つの異伝によれば、ジョコタロップの父親は彼の．ヘニスから短剣をつくって、それがマタ
ラム国にまで伝えられたとされる。また、夫と子供を残して去る天女は、稲藁を焼いた煙に乗って天へ上る、あるい
は自分との連絡が必要な時は、稲藁を焼いた煙で天に知らせるように言い残す。天界へ入るのを拒まれた天女は、
ヅ
ト
ウ
・
キ
ド
ウ
ル
南海の女王の女官のロロ・キバトゥルになったとされる。ラッセルスはこのジョコタロップの物語を、、ハンジロマンの
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一つと捉える。その根拠が月を意味する天女の名前。それは．〈ソジの妻の月光妃（○四且国【一国目）に通じるとい
う。更に、天女と稲の関連が漉厚なことから、稲の女神でもあるという。全体としてこの神話では、月（天）、女性、
農耕、羽衣（オントクスモ）という分類原理と、大地、男性、狩、短剣という分類原理の対立にそって物語が展開す
るとされる。ラッセルスは、天女の羽衣とジョコの短剣という対比に、現在でもインドネシアの各地にゑられる男
財、女財の痕跡を認め、それに対応する社会組織（円環型婚姻組織）の問題へとさまよってゆく。だが、ラッセルス
の整理に、筆者は疑問がある。ラッセルスは、天／地、女／男、布／剣、女財／男財という対比を設定するが、私見
では、天／地、神（天女）／人間という分類原理で十分である。天女の衣（オントクスモ）は、ジョクジャカル夕王ス
ルタンのオントクスモと同じく、天と地を媒介するものであって、それを所有する者、その子孫が正統な王権の継承
者であることを伝えている。すると、布／剣、女財／男財という対立項は消えて、ラッセルスの迷宮は解消する。天
（七六）
女の衣は、稲藁の煙であり、虹であり、蛇であり、飛翔である。それは、天と地、大地と地下、この世とあの世を媒
介するものである。ラッセルスを批判してラス（］・勾園）は、、ハンジロマンの本質を宇宙的合一を意味する王家の結
（ヒヒ）
婚
劇
と
し
て
捉
え
る
が
、
こ
の
ジ
ョ
コ
タ
ロ
ッ
プ
の
物
語
は
ど
う
理
解
す
る
の
だ
ろ
う
か
。
天
界
へ
帰
っ
た
天
女
の
ナ
ワ
ン
ウ
ラ
ン
が
、
死
ぬ
べ
き
人
間
と
結
婚
し
た
た
め
天
界
へ
入
る
こ
と
を
許
さ
れ
ず
、
南
の
海
の
ロ
ロ
キ
ド
ゥ
ル
に
な
っ
た
こ
と
は
、
興
味
深
い
。
そ
れ
は、海が死、祖霊と結びつくことを示すとともに、海が転倒した天であることを如実に語っている。
ス
ル
タ
ン
の
プ
サ
カ
と
し
て
の
オ
ン
ト
ク
ス
モ
と
、
天
女
の
羽
衣
の
オ
ン
ト
ク
ス
モ
は
同
種
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
、
ホ
ー
イ
カ
ー
ス
も
指
摘
す
る
。
彼
は
ワ
ャ
ン
の
登
場
人
物
の
中
で
こ
の
オ
ソ
ト
ク
ス
モ
を
身
に
つ
け
て
い
る
ガ
ト
コ
チ
ョ
の
飛
翔
の
超
能
力
性
を
、
こ
の
オントクスモに求める。更にオントクスェ」を身につげてはいないが、飛翔の能力のあるオントセノの能力も、蛇王の
（七八）
孫（ピモの子供）という出目に求める。ホーイカースの主張を整理すると、次のように理解しうる。スルタンのプサ
ヵは蛇王オントポゴの抜け殻よりできたもので、蛇Ⅱ虹、地下界Ⅱ転倒した天界という等式を可能にする宇宙的合一
を
あ
ら
わ
す
。
天
女
の
羽
衣
は
、
そ
の
粗
材
の
源
泉
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
そ
の
名
称
と
能
力
に
お
い
て
プ
サ
カ
の
オ
ン
ト
ク
ス
モ
と
同
種
で
あ
り
、
天
と
地
の
媒
介
を
な
す
虹
（
蛇
）
と
も
一
致
す
る
。
ワ
ャ
ソ
の
ガ
ト
コ
チ
ョ
は
、
オ
ン
ト
ポ
ゴ
の
血
を
ひ
か
な
い
が
、
オ
ン
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トクスモをあっために突を飛ぶ能力を持つ。オントポゴの血をひくが、オントクスモを持たないオントセノも、空を
飛びうる。ガトコチョの能力は後天的で、オントセノの能力は先天的である。この結果彼らは、諸世界を通底しうる
能力を持つビモの子供としての資質を完壁なものとする。天の川をピモ・セクープィと呼ぶジャワ人が、天の川（の星
のない部分）とビモの姿との形態の類似を認める深層で、ピモⅡ飛翔Ⅱ蛇Ⅱ虹Ⅱ天（の川）という変換をなしている
ことを、ここに論証できた。
デゥォルチの物語の原型の一つである、スリ・タンジュンの物語にも虹は登場する。スリ・タンジュンはオントク
スモを用いて天界へ行く。天界から一民ると、彼は妻が王と密通したのではないかと疑い、妻を殺してしまう。彼女の
魂は上に向い、その途中である川の岸辺に達する。そこで彼女は、水の中にラクササの頭をした白いワニを見つけ、
自分を対岸へ運んでくれるよう頼んだ。白いワニは丁軍に彼女を送り、自分は不動の世界へ通じる舟の具現化であ
り、普通は虹のように明るく輝いていることを明らかにした。ホーイカースは、モンチョ・ハットで代表されるジャワ
（七九）
の分類原理から、白Ⅱ多色（虹の色）であると論じるが、根拠が薄い。「虹のように輝く白いワニ」が、死者を他界へ
送る・舟として考えられていることは、ジョコリソルンの物語の解釈に重要である。一般的にインドネシアの民話にお
（八○）
いてワニは、小鹿や猿に編されるモチーフで登場する。だが本来ワニは沼、川、海の岸辺に楼み、時に人間や家畜を
ア
ン
ピ
ゲ
ア
レ
ン
ト
襲う（肉食）。水に棲むが、陸に卵を生む。陸と水を往来するという意味で、ワニは両価的である。虹のように輝
き、あの世へと続く川の渡しをする白いワニも、あの世とこの世の媒介をなすという意味で両価的である。ジョコリ
ンルソにおいて、白いワニも、彼の贈った蛇少年も、常に両価性を帯びている。追放された食人王は南のインド洋に
●
●
●
●
 
投げこまれたが、死なずに、白いワーーに変身する。新王の子供として贈られた少年は、大きな蛇のような体をしてい
て、誰も手を出せない。異類でありながら人間として認知されることを求め、苦行を続けるが、人間にとって災厄の
予兆をひきおこす。それは旱魅（不足する水）と洪水（過剰な水）、一伝染病（病はしばしばロロ・キドゥルの怒りの
ため海からもたらされる）であり、いずれも水に関る。白いワーーを退治しての帰路、彼が地中から顔をのぞかせた所
は塩泉となった。ジャワの宇宙論からゑると、ジョコリンルンの物語は、人間と動物、陸と海（水）との関係がいか
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レヴィⅡストロース（○．厭く】‐の甘冒腸）の『神話学』は、序曲のあと鍵となるポロロ族の神話（Ｍ）の呈示から出
発する。それは、母系社会における母子間のインセスト、父親の復讐と息子の逆襲（父親殺し）、料理の火の起源な
コ
ス
モ
ロ
ジ
ー
どの主題が複雑に入りくんだ神話である。レヴィ川ストロースはこの恥の解釈を、ポロロ族の社会構造や宇宙論の観
（八一）
占への糸ならず、近隣のあるいは遠く離れた地域の人灸の神話や儀礼との関連に求めてゆく。彼によれば、ある神話は
変換（首目、開。§畳・ロ）の操作をとおして他の神話に移ることが可能だとされる。その一つに、ジェ語族に属するブ
ラジル中央部のシェレンープ族（父系）の神話（蝿）が鍼壼。ｗではＭと同じく、息子達が母親を犯して父親の復響を受
ける。息子達は父親を火を用いて殺そうと図り逃げる。末弟のアサレはその犯行に加わらなかったが一緒に逃げ、喉
の渇きをうるおすために地中に穴をあけると地底から水があふれ海になる。アサレはワニの追跡をうけるが、最後に
ワニはスカンクのおじさんの臭いで殺される。アサレの兄弟達は、海ができた時水浴びをして、今でも雨期の終り頃
西の方で彼らのあげる水しぶきの音を聞くことができる。その後彼らは、スルルの七つ星（プレアデス）になった。
Ｍと恥は一見して非常に似た内容をもつ。成人式直前の息子と母とのインセスト／大人になった息子達と母とのイン
セスト、森／村（男子小屋）での相姦、水による父の復讐／火による息子達の逆襲、協力する動物たちとヒーローを
苦しめる動物たち、火の起源／水の起源等たが種々の関係で位置づけられる。レヴィⅡストロースはそれを、逆転、
ねじれ、相同、退行、進行などといった概念で説明してゆく。神話は音楽であると断定する彼は、アメリカインディ
アンの八百を超える膨大な神話の森の中で、自然と文化、人間と動物、生と死といった主題を、異ったコード群とい
う種含の楽器による変湊曲で聞いているかのようだ。Ｍと唖の関係もそうした変湊曲の一つであるのだが、それは天
体と人間に関る変湊曲である。
なるものであるかを伝えている。
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、
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４
 
恥の股後で、水浴したアサレの兄弟たちはプレァデス（晶星）になるとされるが、アサレ自身は地上を焼き尽くす
（八三）
太陽と結びつき、その統御がシニレソテ族にとって重大な関心である。レヴィⅡストロースは次に、ギリシア神話と
の関連を議論する。ギリシア神話では、牡牛座のプレァデスもヒャデスも雨期の雨に結びつき、オリオンは恵みの雨
め
ん
ど
り
（乾期の終院リ）に結びつくという。古代ギリシア語でヒャデスは「雨の星群」であり、プレァデスは「鳩、牝鶏、ほとと
ぎす」という水を好む（と彼は考える）動物である。一方狩人オリオンは、水上を歩く力を与えられ、アサレのよう
に地中の水を汲みあげて水を飲む。レヴィⅡストロースは、古代ギリシアと南米インディアンの間に文化の伝播があ
ったことを、半ば公然と主張する。そして、ギリシアにおける［・フレァデス、ヒャデス”オリオン］器［雨期の本番“
雨期の開始（乾期の終り）］という関係が、南米のシェレソープでは［プレァデス”オリオン］別［雨期⑪乾期（早魅）］
（八四）
という対比になったと強引に主張する。ギリシアと南米との伝播の問題は、レヴィⅡストロースにとって、その根拠
は余り問題でない。構造分析は多様な源泉から神話を一つのまとまりのある全体として示すことにより、かえって歴
（八五）
史に解決すべき問題を提供するとされるからである。レヴィⅡストロースの真のロロ的は、星座の分類と気象学との関
係を追及することにある。プレアデス、ヒャデス、オリオン、シリウスといった北半球の冬を代表する星座がアメリ
カインディアンではどのように分類されているかを詳細に検討して、少くともオリオンと．フレァデスの対比に、季節
の変移を象徴する神話的意味づけがなされているという。それは地域に応じて、夏／冬、乾期／雨期、安定した天候
／不安定な天候、労働／レジャー、豊富／欠乏、肉／植物などの種だの形式で概念化されている。対比の型だけが一
定で、その解釈のされ方は異なるという。すると、南回帰線付近に住むポロロ族にも同様な対比があると予想される
が、問題はそう単純ではない。Ｍのポロロの主人公は、ゲリグイグイァトゥゴという名前である。アトゥヨとは、飾
ったとかジャガーという意味である。だから彼は、火を統くるジャガーの位置をしめている（ジャガーは人間に火の
（八六）
使用を教える）・それは料理の火の起源であり、シェレンテの火とは対照的。ゲリグィグィとは、陸亀とか烏座の意
味。だからゲリグイグイアトゥゴは、有益な火をすべ、烏座に結びつくことになる。それは人間に有害となる火をす
ぺるアサレが、オリオン座に結びつくことと対照的である。ところが烏座とオリオン座は、混同することは絶対にな
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いぐらい離れた星座である。ポロロ族は烏座を雨期の到来と結びつけているが、オリオン座とは離れすぎているし、
プレァデスとの対比も存在しない。だがレヴィⅡストロースはあきらめない。彼は、ギアナのカリプ族の事例に注目
する。そこでは烏座が雨期の到来をつげ、プレァデスが雨期の終りをつげるという。ここで再び伝播論が登場する。
ギリシア伝来のオリオン対プレァデスの対比は、ポロロでは烏座とプレァデスの対比に変り、それをカリブ族の事例
が証明すると彼はいう。彼自身もインディアンがよく移動する》」と、星の見える時間帯（夕方、真夜中、早朝など）
（八七）
が神話では明確でないことなどをあげて、自らの分析の限界を一示す。だがそれでも、彼の議論をそのまま受け入れる
（八八）
ことは困難だ。構造分析にゆきづまると、根拠薄弱な伝播論が登場する、という印象をぬぐいきれない。
更にレヴィⅡストロースは、虹と死という問題をとりあげる。南米では虹は両価的で、雨を告げるものであると同
時に、病気、災害と結びつく。レヴィⅡストロースの議論では虹の否定的側面の強調がめだち、虹は破壊的な火と
水、スカンクやオポッサムの灘ガス（臭Ｕと同じメッセージを伝えるコードだとされる。筆者にとって注目すべき
ことは、南米北部のポュス族では、昼間虹は蛇の形をしているが、夜になると天の川の黒点（星のない部分）として
現われると考えられていることだ。南米では一般に虹は蛇であり、虹である蛇の死体から毒流しの毒や鳥の羽毛の色
が得られたとされる。食物をつける木は天の川と同一視されることが多く、虹は転倒した天の川と考えられるとい
（八九）
う。レヴィⅡストロースの議論は晦渋で繁雑をきわめるが、時に以外な発見へと読者を導く。彼は日（月）食時に鉦
や太鼓で大騒ぎする風習を、天体を食べる魔王を追い払う目的よりも、魔王の出現で一時的に破れた生／死、文化／
自然、地／天などの分類原理を象徴的に埋める試糸と解釈する。すると天の川の中の暗黒部は、星の食であるから、
（九○）
それは死、病気といった虹の負の側面へとつながってゆくことが論理づけられるという。また、病気の起源を譲順るポ
ロロの神話（恥）は、虹のことに何も言及していないが、虹は潜在的に登場すると解釈される。毒流し法で魚をとっ
た翌日、女達は死んだ魚の運撤に出かける。ある女は魚を村に運ぶ途中、魚をガッガッと食べてしまった。すると女
の腹がふくれ、激しい痛承がおきた。女がうめき声をあげると、その声で痛みは女の体から離れたが、このことで村
（九一）
に病気がもたらされた。その女の二人の兄弟は彼女を殺し、体を二つに切断して、湖の東西にそれぞれ投げこんだ。
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（九二）
理は、湖の東西にかかる虹を想定したものと解釈できるという。
結局、レヴィⅡストロースは事物の関係の論理を追求しようとする。天体の認識でも、それは独自に存在している
４
 
のではなく、気候、農業暦、火（料理）の起源などと密接に連環している｝」とが、精力的に追求される。弧、雌、雌
などの神話は部分的に他を照射しながら、一つの全体へとまとめられてゆく。レヴィⅡストロースの非常に美くしい
（九一一一）
表現によれば、それは次のようになる。「野生の思考の世界認識は、向き合った壁面に取りつけられ、厳密に平行で
はないが互いに他を写す（そして間にある空間に置かれた物体をも写す）幾枚かの鏡に写った部屋の認識に似てい
る。多数の像が同時に形成されるが、その像はどれ一つとして厳密に同じものはない。したがって像の一つ一つがも
たらすのは……部分的認識にすぎないのだが、それらを集めると、全体はいくつかの不変の属性で特色づけられ、真
実を表現するものとなる」。筆者は、このように特色づけられるレヴィⅡストロースの野生の思考観を、「多面鏡」と
名づけたい。
筆者は、レヴィⅡストロースの方法を高く評価する。天の川を、（リンク己・ビモ・セクティと呼ぶジャワ人の神
話的論理の解明をめざして、本稿は展開された。天の川（の暗黒部）とピモのイコノグラフィＩは、その形頗状の類
似（換楡）でまづ結びつく。次に、ピモ・セクティという彼の超能力性は、諸世界を通底しうる資質を彼に与え、神
人帰一の理想を追求させる。諸世界を媒介しうるという意味で、彼は虹であり蛇である。レヴィⅡストロースは、ポ
ュス族が天の川の暗黒部を夜の虹と呼び死と結びつけるのは、それが星の食であるからと推論する。ジャワでそのよ
うな対比は妥当でない。ジャワ語で、ビモ・セクティとピマ・セクティは注意深く弁別されている。前者は特に天の
川の星のない部分のことであり、後者は天の川全体をさす。その弁別法に何か意味のある対比が隠されているのだろ
うか。仮に天の川の暗黒部をさすビモが死を意味するとしても、その時の死は、永遠の生へと続く死である。それは、
天の川全体の中にあって不気味に星を隠す部分であるが、死の世界にデウォルチを発見したビモにふさわしく、反転
したネガの中に、宇宙の運行をも統くる永遠の自己Ⅱ神の姿を写しだす。マレィ語圏全体で天の川のことをピマ・セ
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の用法が他のマレイ語圏に普及したのかである。今のところ筆者は、それに自信をもって答えることはできない。両
方の可能性が考えられるが、その論理はジャワの地においてこそ、最も発展してきたと断定することは許されるだろ
う。現在のジャワでの用法は、［ビマ・セクティ牝ビモ・セクティ］鵲［天の川ｍその暗黒部］》［明坤暗］閉［日常の生・
死沁永遠の生］といった一連の対比の中に存在する。それは、ジャワ人に最も好まれ、最もよく議論の対象とされる
デゥォルチの物語を、天体の中に隠噛的に拡大したものと考えることができる。レヴィⅡストロースの方法は実証で
（九四）
きないとか、静的であるなどの批判があることを筆者は承知している。筆者自身も、その方法論そのものに対してよ
りは、彼自身による実際の分析に対して、疑問に感ずることは少くない。構造分析の最大の武器は、事物の関係性の
（九五）
論理を発見することにある。それを筆者は、ムルウォコロやジョコ・リンルンの物語とピモとの関係を求めることに
適用した。それが妥当であるかどうかは、読者の判断に委ねるしかない。少くとも構造分析が力を失うのは、その実
証性云々にあるのではなく、新たな関係性の発見へつながらない場合であると筆者は思う。クナヅペルト（］，嵐ごｇ‐
（九六）
己の耳）の次の一節は、注目すべき内容である。「稲作は空に関する観念と密接に結びついている。十二月の半ば日没
後、プレァデスは東の空に現われる。一月に入るとジャワ人が鋤と呼ぶオリオンのベルトが、続いて現われる。これ
は耕作開始のしるしである。鋤が西の地平線に消える五月半ばには、すべての仕事が終えられないとならない。稲の
収穫の季節の到来である」。オリオンを「鋤」と呼ぶジャワ人が、レヴィⅡストロースが期待するようにそれをプレ
ァデスと対比させて、季節の移行を認知しているわけではない。プレァデスとオリオンはむしろ一つになって、稲作
の開始を告げる。オリオンが西の地平線に消える時期は、耕作の終るべき時期とされている。オリオンと対比され
て、季節の移行を告げる他の星座があるのかも知れないが、今のところそれは分らない。虹は高官の死と結びつけら
（九七）
れているが、レヴィⅡストロースが強調するほどの負価性は与握えられていないようだ。日食に対する対応や、それと
天の川の中のピモ像との関連性も更に追及されてよいだろう。彼の方法を適用すれば、現在は実証されないが、その
デイスクール
存在を想定できる現象が予想される。構造分析はその意味で、発見的手法ということができる。神話は極点の一一一口述
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で天体の運行を語るが、見あげる星空に、人間の根源的問題を問いかけているのである。
（三）尻．。・勺・沙・少・冨目、庁◎の曰畠ｏＨｏ旨・○ぐ円ユの言画）四口中嵐◎の房（勺ｏの曰園）（旨守の庁」どぬの日①目目。この、」のＣ：Ｈ旨
く○○鼻◎ョのａ①の】ロ】ず。］厨・岸の①口冒］、斤岸の国の曰の具の回章、〕目色ＰｚＣ・画のロ函・属①．ご忠・ロ・忠・
（四）団・国・の胃弄胃》冒昌目目冒目８，．口夢⑰口佇の日日Ｈの。｛稼ぐロ陣団島》品皀扇勺吋の⑩、．Ｂ農．□ロ・ｇ１２・
（五）○・○の①円蔚・Ｚの囲目》弓声の目与①ｍ甘のの〔具の旨Ｚ旨の（⑩の口昏‐Ｏのロ日Ｈ］団島ご祠且ｐ８８ｐｑ日『①Ｈ骨］勺忌閉・喧巴》や．Ｓ①．
なお筆者朧一九八三年一二月十日のインドネシア研究会（於アジア経済研究所）で「劇場圏議論への試承ｌ：…の
Ｚｎ…（這巴）を参考にしてｌ」と題する発表をした．
（六）］。。◎己」色》ザ廷》己・画画⑭。
（七）岸。、昌旨巨一】○口。》ゴ旦目岨』目尻日鳥［の、昌目巨切菌．。巨口巨口館少、目、》ｏの薗弄目尻の庁碕ロ》】垣『①色・ロ・巴⑭．
（八）国・因・の、『歸胃》弓己》ごロ．ＳのＩ】凸・
（九）岸．、且冒巨一尾目Ｐ言旦目、堅目尻胃図再の閂冨四目⑩厨・の目冒頭し、目、》ｏの冨弄自民の：Ｐ巳『：》己．『②．この第二版は注
（七）の第三版と内容櫛成に違いがある。
（一つ）閂詫・叩凰二国巨一］○口。］］や『①Ｐ】ず】二》ご・】つ四・
（一一）”・丙－．ｍ色ニラ一○ｑｏｐＰ団】◎砠凰津夛「＆餌ご由宅同夛国（牌）やＣの己・田」四口【》］②『⑭〉ご・⑭『・
（一一一）の胃ご図・インドのクシャトリァ（【、冒甘旨）より派生した。王に仕える武人階級を意味する。ジャワの王朝では、このサト
リオ精神を代表するのがプリャイ（勺１］＆）と呼ばれた貴族層。、ハリのカースト制では、サトリァは王族そのもので、彼ら
は形式的には司祭のプラーフマ仁仕える。冨◎の吋８ｐ．ｍ．の日周囲昼の〔具の四ａの冨弁の月島冒。］こ］豊凶】。◎目①］】ロロゴの旦噂
注
（｜）】・の○口：》の自口、月岸ご目邑」・ロの、旨》⑭ロ」・口二三．Ｐ目前Ｈロ呉一○息］少目」の目］。（冒已厨口Ｏ巨一→日の】こ『②》ご・圏⑬．
（二）同．○因・目の》］画く目の、の‐ロロ、一房ゲワ一旦ｏロ回旦・昏一①ご己ぐの厨｝ご勺円の⑩、》這忌》己・『『．なお、プルウォダルミント（三・］・の・
勺・の§且胃且；）の白目…凰風、）”：．．（９．口旨、のロ．】９℃）の．匡日；の目．の説明は《一目［自由》（星）という素気ない
○もの。
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（一未）閃・河・の巨昌す］Ｃ官Ｃｐｏ》】亘旦》ごロ・畠－ｓ・田胃ユ）◎看弓。、。》一ケこ》で壱・”＆Ｉ圏、．■①ＨＣの８の岸胃（Ｐ宅目こげ巨弔律冨〉、のＨ】巨島：，
汀自画国Ｚ。．、》の胃餌８Ｚ・ぐ・〕】召、．ごロ・巴１塁・
（一苞）四・の句のＨ同》目与の］、ぐ目の⑫の司四曰一一望・弓与の司忌の祠Ｈの勝。［⑦－２８⑮》】し臼適己・巴・
（｜〈）②巨口胃昌□・言》■日日ロＫＥ』ず色》団画一巴石口⑩薗百】］し『⑪》ご己・畠１９．岸・の『一巨巳増○口Ｐごく■喧凹目、局目尻胃』再閂ごく臼貝冨）
○の薗斤目尻の１５〕の巨己巨己、しぬ臣口頭）こ『の戸層・国ｌ『⑨．国回ＨｅＯ乱ＨＣｍＰ一ケ巨己・『Ｐ
（一九）の巨口周」】Ｃ・旨・】す筐】ロロ・凶ｌ圏。閂Ｈ・の二三ロー］。。。》ご『函す》】ず昼》ごロ・『の１コ①．函胃」一○二片。、。》】すニマロ・弓切・餌．ご－ずＨ】ｏラ（》
言い］目、弔日三Ｐ⑩百回９召⑩。｛農の己色⑪〔〉○Ｈ｛。『」ご具『①厨耳昌甲のい⑰』こ『ＰごＰｓｌ『○・
（一一つ）四自己一．乱Ｈ◎曲Ｃ》冒已》層・檸臼‐岳←．なおカルノはデウィクンティと太陽神スルョ（、日冒）との子供。水浴中クシティは
強い太陽の光に照らされて、身ごもってしまう。この妊娠が明らかにされる前に、子供はクンティの耳からとり出される。
ためにカルノ（耳）と名づけられ、その名前をつけた紙とともに、箱に入れられ川に流された。箱はコラワ側にひろわれ、
カルノはコラワに正義のなさを知りながらも、最後までコラワにつく（ラコン・サイエンポロ）。四・已冨・胃》旨１．℃・＄・
（一一一）クンチョロニングラット（【◎の具］、３口ご頤『胃）の（《］四く四国のいの○臣二目②弓（○浜｛Ｃ旦ごロ】『のＨ、】ご弔月、、》Ｓ鴎）では、ジャワ
の宗教は、「ジャワ教主義者」（少、：】一】四二一）と「熱心なイスラム主義者」（し彊曰目の】“曰⑫：（１）の対比として捉えられ
（’零）閂獄の二一面臣一］◎ロ。》
の完全な創造である。
句Ｈ⑮、⑪》つつ・ｇｌｇ○・○・の①のＨ甘管ｇｍＰ号匡》百℃・山①－画『・
（三）宛．”・の丘一三ｏ胃８．．旨」》勺・沼・宛・三・冨○のａ○三Ｐ言昌目、．厚い四ｍロ鄙８口、の】ロ門口』○口の⑪一目のＣｓのご雪国四一巴囿巨、薗匿》
ごｓ・己．ｇ・西胃こす喜一３ｍ。》の①］胃島三ご目碗宅日：》国画一巴宅巨⑰〔鳥ＰＣの厨百目尻の①ロ：】．】』笛》弓・】目‐］『四．なお初版が
一九四九年に出たくルジョウィロゴのこの『ワャソ・プルウォの歴史』はワャンの登場人物の理解には不可欠である。国・
少且の厨目〕言］岳。］Ｃ圀目旦暮の弓。｝の凰口８．｛この】四く目の⑩の》三．ョ。、国嘗の①回①⑫》○Ｃ日のニロロ】ぐ⑦Ｈ、ご》ご＄・松本亮『ワ
ャン人形図鑑』（めこん、一九八二）もハルジョウィロゴの前掲書に多くを負っている。
（一四）曰与・○・弓参・国、ｇ且》口【の目白ＨのＣ【］画く四．ごＣｌ・Ｐ目冨国畠巨の’二胃［旨巨切ｚ－］ず。霞・屋留・己で。ｓ＠‐①巴。ごＣ一・国．ご『Ｐ
□・■し蝉
一冒一］ｏｐＰ后己厚旨二も．］＆・スリ・ムルョノによると「ピモ・プンコス」と第Ⅱ章のデウォルチは、ジャワ人
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（一一一一）
（一一一一）
（一一一四）
（一一三）
（一一一《）
（一一ご）
（一一一〈）
（一一一九） ている。三一六Ｉ四一○頁。
（一一一一）○・の⑱曾甘・司与の宛の『一ｍ】ｏｐｏ用］角ぐぃ】円げの同Ｈの⑦ｍＨｇ⑰。［○一の戸８の》届⑤Ｐでロ．⑪９－⑪単、。
（一一一一一）神秘主義とクバティナン運動についてはｚ・冒巨－１曾雪冨嗜、胃置目庫固くのＨ且ご一帯旨○．日の目勺◎日Ｈ喫］口舌・の旨、昌日の
ロロゴ周⑩ご旧『の、、．届巴（⑬且・国冨・巳を参照した。だが、この本の内容には誤りが多く、信頼できない。
（一一四）の．］・凶○輿目臣］」の門・司訂ご「画］㈹曰館画印画勺嵐｝。、。ご臣８－円彦の日の》閂鷲只◎誌図《白く○一・局》已国・ロ官思－②①。
（一一三）目匪．。・目ラ・国、の四目・稼ぐ、ご岳の眞島Ｏの口目ご》、、冒身冒目］目Ｈロ］三ｍｇご匂⑪ａ・向』量◎曰》ぐ。］白く》日嵜の因四ｍこの，
冨閏感ｐＥｍｚ》］ず。頚》后ｇ』勺・弓・弓浄・○・目彦・国、の目ユ』ロ（の圖冒『の。［］”菌嘗ぐ。一・円・后①『・弓・『？ご・
（一一六）国・”・○・○・レロ旦関⑩。ｐ）司与の国の色。｛勺◎三の『ご旨箇ロ⑦いの。己一目８》呂○目一目村⑦四目」口。』風の切冒目」。ｐ⑱⑰莅弓の」・ず］○・
国。］（・ＣＯ目の］｜ごロ曰くの円凰匂田Ｈの、、》巳『Ｐロロ・ＥＩ場・
（一一セ）曰与・○・月彦・国晒①画巨旦．＄ｓや】匡旦・ロ・『Ｐ
（一六）】ず】ユやごロ・】中ロー由ｃｃ・
（一一九）”・》【・彦自ＣｍＨユ◎竃。》Ｈ⑤⑪、。】廓一つ．⑭い
（一一ｓ○四．一（》△曾（一口目ユ◎口⑦⑫旨》８胃ご巨宣のい：ユロゴ目、ＤＯＣ日⑥一一口具『のＨ、】ご宅埼の、⑰》后①『》やご・⑭。－圏・
（一一一一）レウ堅巨一一“ず》⑫一日ず。】】丙□画一色目Ｃの二日臣○一：ロ祠⑰岸。］◎四］巨口、）、曾目」負葛困口葛冒回目②恩ｐｚｏ．、．］し『』》□・】⑱．シ［◎のａ◎肴Ｐ
”・》【・彦自ＣｍＨユ◎竃。》Ｈ⑤⑪、。】廓一つ．⑭い
○四．一（》△曾（一口目ユ◎口⑦⑫旨》８胃ご巨宣のい：ユロゴ目、ＤＯＣ日⑥一一口具『のＨ、】ご宅埼の、⑰》后①『》やご・⑭。－圏・
レウ堅巨一一“ず》⑫一日ず。】】丙□画一色目Ｃの二日臣○一：ロ祠⑰岸。］◎四］巨口、）、曾目」負葛困口葛冒回目②恩ｐｚｏ．、．］し『』》□・】⑱．シ［◎のａ◎肴Ｐ
ご巴．】す江】で・田轡因・口・の日屏胃画后農》】匡旦》己．⑪『・
演冨・冒○のａｏ三Ｐ巳圏》旨具己・忠・
【。：ご胃色目ご腎呉》己思》一匡旦・ロロ・患①ｌ患、．
■・少回」①ｗｍｏＰ惇垣『Ｐ】豆ユ》ごつ・」⑬！』ｍ・
司夛・○・目与・国、の四二』》后ｓ》】匡已》ご己・噛鴎Ｉいも．
【◎のロー胃目冒胃具》己囹》旨」・弓・患『Ｉ旨切・同書四二九頁のデウォルチ文献解題は、簡にして要を得たｊものである。
弓声。。・月夛・国碩田巨」》后の『迄】宮」ご已己。⑭⑬１ｍ一・
】す）ユ』ごＯ画、。。
宛．】【・冨○のａｏ署Ｐご忠・】亘具ご勺・馬１℃Ｐ四・己』す己。鷺》ご『Ｐ一匡具ロロ・臣Ｉ湯・丙・”・の己一ヶ）ＯＲｏｐＰＢ召》忌兵勺・路．
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（圏）目庁・●・弓ず・国、８且．ｇ臼．旨」・弓・瞠留凸鼠
（望）拙稿、「南海の女王にささげられたワャン劇ｌヨクャカルタ王家主催の危機の儀礼ｌ」『儀礼と象徴』、九州大学出版会、
一九八一一一、二四五’二七○頁。
（実）冨・餌・幻…の厨》后９画》旨」〉弓・臼‐圏・
（署）岸・の１冨昌］。□。》】召のす》旨二．勺・倉・
（宍）旨」》己・ｍＰ弓写・国囚８日・后ｓ》旨」．ご・己・国・国・の胃弄胃》旨１．口・胃急）岸・の邑冨巨一］◎口。》し忌旦目の同国の①日日．
⑦盲目、シ頭目甲］②『、Ｃ》○の庁鳥目【の目凹〉弓．④‐屋・
（男）【冒喚：医員‐冒旨：［Ｃ日日］円冒”鳥］呉ロ］：：口尻”ず且“］目ｐＣ８日日８句．ｐ伸展・弓冒国恩丘胃貝口働］昌
旧巨鳥百．邑団・弓・忠１℃『・花岡泰次・泰隆訳編『インドネシア民話集』、社会思想社、一九八二、一○○’一一一頁。
（吾）花岡泰隆訳『インドネシアの民話』牧野出版社、、一九七四、一○六－一一一頁。
（三一）］自決ロ：月旦旨耳匠切目」Ｐの、の且叩・自己・口の⑫毎．国の一口の目自国Ｅ２口・ロ“一国。。汚の（シ巴シ）円周□もご・『、＆◎・
（三一一）拙稿、一九八三、二四五’一一五一頁。
（雪一）拙稿、ルワタンにおける供え物（サジェン）、「九州人類学会報」第九号・’○号合併号、九州人類学研究会、一九八二、
（四ｓシｇＥ一一号．巳囹・冒皀》層・ロー闇・ニンクの個性化については、『人間と象徴（下）』（河合隼雄監訳）、河出轡房新社、一
九七五、六’一二七頁などを参照した。アプドゥラー氏を筆者にひき合わせてくれたのは、筆者の身元引受人のラシット
（宛湯亘）さんである。ラシットさんにはこのほか極点の便宜を図っていただいた。
（四一）岸，の旦冨巨一］：。》の一目す。』】、日の二目冨一降旨⑩目の：］目】言“］目、》の冒目、シ、目、》ご『＠ヶ．□□・豊‐患・ムルョノは六○
種類のスヶルトをあげているが、ロンゴワルシトは一一一一六種類のスケルトをあげているという。
（四一一）尋・囚・再思②の厨》○口岳のシ【の目冒、Ｃ【］旦自のいのＤ２Ｂｍ．Ｒ勺自】『》岳⑦ＯＥ－岳冒の函①Ｈ◎葛・弓与の■畠巨の‐三日（冒息三号○房
六八’七二頁。
］＠画①、や勺・一口
と
。
なお、拙稿、ジャワのワャン（影絵芝居）と教育、「九州教育学会研究紀要」第八巻、一九八○、六八’七一頁を参照の芦」
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（雲一一）
（三四）
（塞雲）
（三六）
（まく）］・国。。］丙凹恩》】匡旦》己・強巨，
（莞）中野美代子、『中国の妖怪』、岩波新書、一九八三年、九八頁。
（き）国色一己］富目鼻員》目夛のＯ目］庁Ｃ【岳の印のＢ①具）しｐＨ員のａ一ｍｇご］冒色ｑ
ご己ぐ月凰ご○（ｚの乏閂。Ｈ斤勺Ｈの協壱巳困・
（六一）］・餌。◎琶薗、の．】匡旦》で．“９．国、ａ〕ＣａＨＣｍｏ》忌一』》ロ，患・
（六一一）］・西。。〕屍目⑱。ｇ丘・ロで。⑭９１９ｍ．
（害一）忌匡・ロ・四ｓ．○・田。］（喜一豆』・ロ・忠・
（茜）］・餌。。ご岸：い》夢匡・己．⑫ｓ・
（若）］・国・・］庁…》】目》弓・ｇｍ－哩巨。なおプルウォダルミントの《肉画日巨⑫ご白目国回冨、凹胃」・口の、旨ごＳロー昌宅巨閻丙四》
】＠『ｅでは、ざの一目圏・は「虹、多種類の色」としか定義されていない（七二五頁）。ニコルスとシャディリー（］・旨・向８一ｍ陣
国・切言」】一］）の食し口角且目の⑰】目，両目困屏ゲロｏ二．息旦菖（ｏ・『曰の一一ご己ぐの厨ご弔吋の、⑫》】』＆）でＪも虹としか定義されていな
（六一）
（六一一）
（六一一）
（奉酉）
（《垂）
（奉六）
（奉乞）
〔奉六）〕ず一旦』己・喚桿画・》【・ｍＣの【ロｐＨ、“】』』ごロ。⑤』ｌ⑤餌
（若）、。⑦」日い◎ロ。】ごく偉】湧口、ニョｏｐｍ・曰テ①、冨甘宛』盲四一Ｄｍｐ８Ｃ日日角冒岳⑩ＤＣ巨鼻。【閂◎的］鳥胃冨〉○ｍ」］色夛旨画」Ｐ口昌ご日‐
、ご印の⑫い》】①Ｅ》層・色ｌ圏・蛇寺院として知られる東ジャワのポノタラン寺院の基部の蛇ｊも、同様な神話的意味があるの
だろう。の目＃の円げの】ロ】》。。牌，］いく口目⑩ロゴ尻目、［．□｝冒冒》ぐ。］・『》ごｍ『・弓・］臼１局い・○・四．一庁．】匡旦轡ロロ．②」‐、『・
（天）言」》９．観‐ｇ・拙稿、一九八一一一、二四八’二四九頁。ジャワ人にとって（南の）海は死霊であり、祖霊である。海は人
国・切言昌一己の
い（二七二頁）。 頁｡ 
］色８ヶ臼田。。］冨爵・弓ケの閃＆ロケ◎君冒足首。］の具ＨａＣｐの⑰旨ロ”の］－，－．Ｐ句｝）回、ロ、§・ぐ。－．巨画》ご獣・ロロ・哨皀Ｉ⑫層・
】ず一」】ロロ０画し唖１画。←』ご・、垣Ｐ
ヤン・ドゥ・フリース、『インドネシアの民話Ｉ比較研究序説ｌ』（斎藤正雄訳）、法政大学出版局、四八五－四九二頁。
】・国・・］百回、》旨」）己・遷②．Ｈ・シェーラー、『ガジュ・ダャク族の神観念』、弘文堂、人類学ゼミナール、、一九七九、
一ケ》」』己・函や⑤。
の冒己の］。｛岸⑫三餌昌庁、→具一○口四二」○曰、旨⑫》、芹胃の
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（笑）陸トラジャでは、残された男は虹を伝って天界へ至るとされている。］・国。◎蔦圏⑰》旨」ら・哩巴・脚注。
（巷）］・胄・幻四⑩．曰与の宅回。］一両◎目自８目」三・国・幻禺⑪の厨》し：］］の一碗。（岸⑩曰与のロ】の》節②貝目賄輻量まく。’・］患・巳『②》ロロ・念①１
曲②なおラッセルスの解題として、○・三・ＦＣＳ円．三二一の日困昌ずの鳳幻画ｍｍＲｍ》囚ミミ叱曾・ぐ。一・局Ｐ邑忌・層』ｌ】⑭．
【。⑦貝］胃自冒胃呉》シヨゴ『８．－．ｍ］】ｐＨ且目の⑩一四》し囚す】】。、『昌匡８｜宛の急の三》・ｍｌの国ぐの曰冨、のＩ冨胃庁言巨、Ｚ］］ず。壷．こ『、．
ｇ・局』Ｉ岳酊を参照した。
（え）］・西・・葛“；旨」》層・喚巨１日⑰。
（せん）】ず一旦やつ勺・函桿、Ｉ⑭伊Ｐ
（〈ｅドゥ・フリース、前掲書、一四五’一五一頁。一一一二七’’’’二九頁。
（〈｜）Ｏ・伊の風，の芹圖ｐｍｍ》司夛の冗曾己角ロ」岳①ＯＣＣ六の』》閂具ＨＣｇＥＲ－ｏ曰８陣⑰。】の己８。｛冨里芹ラ。］。、］》ぐ○一・円》西日で円陣”◎三・
牌⑤『、》百℃・幽切ｌ吟⑪。
間に種盈の破壊をもたらすが、その統御に成功すれば、秩序の安寧がはかられる。ジャワにとっての海は、・くり島の宇宙論
における海の位置と基本的には変らない。なお》くり島の宇宙論については、吉田禎吾、『宗教と世界観』、九州大学出版会、
一九八三、のⅥ、Ⅶ、Ⅷ章参照。
（究）弓与．。・司与・国、８且．】埠魯》旨」．□・一己・台》勺・鷲》ロ・巴・カディリ（【且一己）の町は、「勃起した男根」をあらわす
《旦薗》に由来するとのことである。
（二）ご目③目少烏斤’一囚邑且色［：ロ弓］の１国宛鳥］具Ｃ」里圃国口尻のｇ：雷：□①ごｐＨ斤目の己宅・ロ・俸民・弓］の昌曾宛鳥）貝閂》国色一画一
句臣⑫国廓》后呂》ｇ・『１局・花岡泰次・泰隆、一九八二、七－一四頁。
（壱｜）出色ａ」Ｃ乱ＢｍＰｇ一二》□・『Ｃ・
（壱一一）幻思、の厨．ｇ、①Ｐｂ己。■Ｃｌ届。
（セーーー）大林太良、「オオゲッヒメ型神話の構造と系統」『稲作の神話』、弘文堂、一九七三、二一一一－一○一一一頁。
（巨酉）目）の己日嗣回斤」具いつご・の『Ｉ『国・
（蔓）”：⑫①勗軍○口島の］皀目の、の【己⑫》《《弔目」】曹豊の○巳目Ｈ①困関◎弓・弓ケ、国色、月‐冨胃（旨巨の三号◎察》ご＆す．石や．ｇ』‐
西⑪牌。
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（〈三）○・円．⑲菖０の庁ＨｐＥ⑫⑫》ず昼》己．⑭。
（〈《）】ず』」』ごロ。⑦の－コい
（ハゼ）】ワ】』』ごロ・噌画②１吋四一
（〈〈）吉田敦彦、「ポロロ神話の論理」『神話の構造蕊朝日出版社、一九七八、八九－一二七頁でも、同様な批判が出されてい
１
 
る。ただ吉田氏がＭに全く触れていないのは理解できない。
（〈九）○・伊⑩『】，の耳餌毎ｍｍ』ザ篦》ごロ・園』①ｌい、◎・
（き）ザ昼ロロ・呂司１９℃．なおインドネシアの日（月）食の起源ｊも南米と同じく、悪魔が天体を食べることに由来する。四・国・
の胃斤閏．｝す昼》弓・屋酋‐Ｅロ・斎藤正雄、『南海群島の神話と伝説』、宝雲社、一九四一、一一一二六’一一一一一一九頁。翻訳だと推定さ
れる）」の本の出典が明らかでないのは遺憾である。
（九一）００円かユーの【凰巨⑫、．》匡已》己で。⑪③Ｉ①◎。
（〈一一）】ず】』】ごロ・牌⑪ｂ１画Ｃ『・
（〈一一）】ず》」Ｕごロ・画、ロー函や鱒
（〈酉）』ず曰』》ご勺・山桿のＩ⑤⑬戸
岩波書店、一九八○。
（九一）
（九一一）
（九一一）
免巴 （空一）ｃ・レヴィⅡストロース、「歴史と弁証法」『野生の思考』（大橋保夫訳）、糸すず爵房、一九七六年、三一七頁。
（九ｓ例えば、冨凶ｑＣｏＥｍ］；『ず①旨の箇箇、。｛旨］岳》菖号、□の、旨一吋の訂局ロ、の８戸画の⑩⑩甘旦】し⑫」ご回『・屑弓匠⑦の耳：自国一
ｍ目身。（言〕夢目」目・蔚目、日ごＳｍシ三・口・困圖巳、）・『：禺・⑤勺巨ゲー】・島。ｐ》己・患・Ｅ．Ｒ・リーチ、『レヴィⅡスト
ロース』（吉田禎吾訳）、新潮社、一九七一年、七二頁。
（輩）レヴィⅡストロースの神話学については、向・Ｚ・出自の切陣目・国旦の、（の旦切・）》○一画目のぼく苧の圓巨、、》円げのショ岳珂。‐
ロ。］・廻囚目⑰餌の８．『ケの富・閂・曰・印の⑰⑰》】ｓｏ中の、次の著者の論文に負うところが多かった。岡・伊９．戸ｐ言こげロｑ，
いの夢「】⑫》国・のロゴ。｝篇）○・ｍ甘旨の『・叩．、。ｐ甘い．．
○。００円かユーの庁凰巨艦や一
〕ず』」』ごロ閨『ロー山『Ｐ 一ヶ一旦》巳、⑭。
レヴィⅡストロースの議論の確認のために、次を主に参照した。ｓ・ミツトン編、『現代天文百科』、
『カラー天文百科』、平凡社、一九七六。神津春繁、『ギリシア・ローマ神話辞典』、岩波書店、一九六
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追記本稿脱稿後筆者は、シ・勺自国の宍・農向の口冒の鳥三圏且】函】“く息邑、・ず、斤周のヶの一旦》閂蔦：曹司弓。、冒昌②忌引：Ｔ』
ト§具同苫司）琴曾呑§烏・ロの⑰一ｓ》這呂電を入手することができた。それによるとジャワ人がビモ・セクティと呼んでい
る部分は、蛇巡座、射手座、蝋座付近の巨大な暗黒部である（弓・臼‐弓）。五島プラネタリウム（東京渋谷）では、天の川
の全天写真を見せていただいた。、ハネクックの論文を読んでも、星図を参照しても、一四一頁に転載した写真は南北が逆転
している。ビモの頭部が北を向き、胴体・脚が南を向いている。星図によれば、ピモセクティと呼ばれる暗黒部は、天頂付
近にほぼ七○度角で横たわっている巨大な部分である。
付記本稿ではジャワ語、、くり語、インドネシア語による人名、地名の日本語標記は統一させず、各言語による発音をそのまま
採用している。ために、ピモ、ピマ、ウモ、ウマ、セクティ、サクティ、レャクティなどと煩玻とも思えるぐらい使いわけた。
統一させて標記することから生ずる不都合を避けるためである。ジャワ語、インドネシア語の人名、文献名では、新旧の標
記
法
を
そ
の
ま
ま
用
い
て
い
る
。
本稿で用いた文献の一部は、下記の方々のご好意によって、手に入れることができた。京大東南アジア研究センターの土
屋健治、加藤剛両先生、田中則雄氏、アジア経済研究所の水野広祐氏、天理参考館の吉田裕彦氏。土屋、加藤両先生に
は、東南アジア研究センタージャカルタ事務所で、適切なご助言をたまわった。なお、本稿で用いたジャワ語・インドネシ
ア語文献は、筆者のジャワ調査中（一九八一年三月ｌ八二年三月）に収集したものが殆どである。その整理には、一九八一一
年度法政大学学内助成金の一部が充当された。
略号囚宣冒困§－↓因一一」国、２月。（」の目：｝‐・ぽ且‐向曰く・一岸の口弄目】」の
（土枩）］・宍己色宅での月草一一）二》壱・ｍ。
（巷）」・函。。］斤箇⑪》号昼轡己・臼②．
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